
　

東
京
で
は
や

っ
と
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ

れ
た
。し
か
し
、

歯
科
診
療
所
で

は
相
変
わ
ら
ず

診
療
所
内
の
換
気
や
消
毒
、
診

療
前
の
患
者
さ
ん
の
体
温
測
定

や
洗
口
等
々
の
対
策
を
続
け
て

い
る
▼
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

に
関
連
し
た
特
例
加
算
の
廃

止
・
減
算
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

５
類
感
染
症
に
分
類
さ
れ
、
通

常
の
体
制
に
戻
る
ま
で
存
続
し

て
ほ
し
い
。
金
額
そ
の
も
の
よ

り
も
、
歯
科
で
は
①
手
間
と
労

力
と
費
用
を
か
け
、
し
っ
か
り

対
策
を
講
じ
た
結
果
実
現
し

た
、
歯
科
診
療
を
介
す
る
感
染

ゼ
ロ
実
績
に
対
す
る
評
価
の
可

視
化
、
②
社
会
へ
の
ア
ピ
ー
ル

―
の
意
味
で
あ
る
▼
と
こ
ろ
で

私
の
診
療
所
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
Ｓ
Ｐ
Ｔ
受
診
を
控
え
て
い
た

患
者
さ
ん
の
多
く
が
、
そ
の
後

も
来
院
が
途
絶
え
た
。「
な
ん
だ
、

毎
月
通
院
し
な
く
て
も
痛
く
な

ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」。
そ
う
理

解
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
自
然

経
過
の
中
で
の
緩
や
か
な
機
能

低
下
が
歯
科
に
お
け
る
予
防
で

あ
る
が
、
観
念
的
で
あ
る
こ
と

が
難
点
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の

感
染
防
止
対
策
も
然
り
。
落
ち

着
く
先
は
経
口
「
治
療
薬
」。
歯
科

の
そ
れ
は
「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
」
？

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
時
折
ゆ

ら
ぐ
こ
の
頃
で
あ
る
。  (

Ｋ)

　

厚
生
労
働
省
は
10
月
13

日
、
第
１
回
在
宅
医
療
及
び
医

療
・
介
護
連
携
に
関
す
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
し
た
。
同
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
は
、
今
後
の
高
齢
化

の
進
展
や
地
域
医
療
構
想
に
よ

り
、
病
床
の
機
能
分
化
・
連
携

に
よ
る
受
け
皿
と
し
て
の
医
療

需
要
増
大
に
対
し
て
、
在
宅
医

療
を
効
率
的
に
提
供
で
き
る
体

制
を
構
築
す
る
た
め
に
、
介
護

と
の
連
携
を
含
め
た
今
後
の
在

宅
医
療
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
検
討
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
た
も
の
。

　

第
１
回
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
で
は
、
①
第
８
次
医
療
計
画

に
お
け
る
在
宅
医
療
お
よ
び
医

療
・
介
護
連
携
の
体
制
整
備
の

取
組
、
②
そ
の
他
在
宅
医
療
お

よ
び
医
療
・
介
護
連
携
に
係
る

施
策
の
実
施
に
必
要
な
事
項
―

に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

今
後
は
「
在
宅
医
療
の
基
盤

整
備
」「
患
者
の
状
態
に
応
じ

た
、
質
の
高
い
在
宅
医
療
提
供

体
制
の
確
保
」「
災
害
時
や
新

興
感
染
症
拡
大
時
に
お
け
る
在

宅
医
療
の
提
供
体
制
」
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

　

な
お
、
同
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
の
座
長
に
は
、
田
中
滋
氏

（
公
立
大
学
法
人
埼
玉
県
立
大

学
理
事
長
）
を
選
出
し
た
。

　

構
成
員
は
以
下
の
各
氏
。

（
敬
称
略
）

大
三
千
晴
（
徳
島
県
美
波
町
福

祉
課
長
）、
荻
野
構
一
（
日
本

News　View

11月から新たな補助金８万円の
申請開始／補助に関する要項

厚生労働省
歯科技工士業務のあり方検討に本腰

あるべき歯科医師像と
かかりつけ歯科医の機能・役割

経営・税務相談Ｑ＆Ａ
 

（ばば・かずよし）

インタビュー

症例研究　歯肉剥離掻爬手術時に
　　　　　リグロスを併用した症例

  私の目に映る歯科医療界

（おおにし・ふじお）

  教えて！会長！！

コ
ロ
ナ
加
算
等
廃
止
に
抗
議

９
月
末
終
了
の
感
染
症
対
策
実
施
加
算
等
に
つ
い
て　

薬
剤
師
会
常
務
理
事
）、
長
内

繁
樹
（
大
阪
府
豊
中
市
市

長
）、
角
野
文
彦
（
滋
賀
県
健

康
医
療
福
祉
部
理
事
）、
佐
藤

保
（
日
本
歯
科
医
師
会
副
会

長
）、
島
田
潔
（
全
国
在
宅
療

養
支
援
医
協
会
常
任
理
事
）、

鈴
木
邦
彦
（
日
本
医
療
法
人
協

会
副
会
長
）、
髙
砂
裕
子
（
全

国
訪
問
看
護
事
業
協
会
副
会

長
）、
田
中
滋
（
座
長
：
埼
玉

　

厚
生
労
働
省
は
９
月
28
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
診
療
報
酬
の
特
例
措

置
の
期
限
が
9
月
末
で
切
れ
る

こ
と
に
伴
う
措
置
を
決
定
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

患
者
へ
の
診
療
・
治
療
に
対
す

る
診
療
報
酬
の
特
例
対
応
を
通

知
し
た
。
特
例
措
置
の
代
わ
り

表は医療機関等における感染拡大防止等の支援

医 療
　感染拡大防止等に必要な経費として、 以下の額
　を上限として実費を補助
　・病院・有床診療所（医科・歯科）　10万円上限
　・無床診療所（医科・歯科）　８万円上限
　・薬局、訪問看護事業者、助産所　６万円上限

対象経費（共通）
　2021年10月１日から12月31日までに掛かる感染
　防止対策に要する費用

に
示
さ
れ
た
「
令
和
３
年
度
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
拡
大
防
止
継
続
支
援
補
助
金
」

は
、
２
０
２
１
年
10
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
３
カ
月
間

に
か
か
る
経
費
を
直
接
支
給
す

る
も
の
で
、
医
療
機
関
へ
の
支

援
を
継
続
す
る
。（
関
連
記
事

を
２
面
）

　

厚
生
労
働
省
は
、
歯
科
外
来

等
感
染
症
対
策
実
施
加
算
の
５

点
、
お
よ
び
介
護
報
酬
の
０
・

１
％
加
算
を
９
月
末
で
打
ち
切

り
、
廃
止
し
た
。
そ
の
代
替
措

置
と
し
て
補
助
金
で
対
応
す
る

と
し
て
い
る
。
６
歳
未
満
の
乳

幼
児
の
外
来
診
療
に
関
す
る
乳

幼
児
感
染
予
防
策
加
算
も
、
10

月
以
降
は
点
数
が
55
点
か
ら
28

点
に
減
算
と
な
る
。

̶

引
き
続
き
求
め
ら
れ
る
感

　

染
症
対
策

　

感
染
者
数
が
増
加
す
る
時
期

に
お
い
て
も
、
歯
科
治
療
を
介

し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
は
報
告

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
歯

科
医
療
従
事
者
が
院
内
感
染
防

止
対
策
を
徹
底
し
、
日
々
診
療

に
従
事
し
て
き
た
結
果
と
言
え

る
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
を
考

慮
せ
ず
、
診
療
報
酬
上
の
評
価

を
後
退
さ
せ
る
こ
と
は
、
感
染

リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら
、
国
民

の
健
康
を
守
る
歯
科
保
険
医
に

と
っ
て
到
底
納
得
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。
協
会
は
加
算
の
廃

止
、
ま
た
は
減
算
に
抗
議
す
る

　東京歯科保険医新聞では、２０２２年新春の紙面を

彩る会員読者の写真の募集をしています。

　写真のテーマは『希望』です。新春の紙面を飾る「希望」

を表現した写真作品のご応募をお待ちしております。

　　11 月 30 日（火）必着

　　E-mail もしくは郵送でご応募ください

　info@tokyo-sk.com

　東京歯科保険医協会

　広報・ホームページ部

　〒169-0075 東京都新宿区高田馬場 1－29－8

　写真データは１MB以上。写真プリントの場合、サイ

　ズは２Ｌ判（白黒　またはカラープリント）。必ず作

　品名を明記してください。写真とともに　「作品名」

　「氏名」「地区」を掲載いたします。

ご応募いただいた写真データ等はご返却いたしません。なお、
掲載する写真は、厳正な審査を経て決定いたします。

新春号特別企画

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
で

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
で

　

継
続
支
援
補
助
金
実
施

　

継
続
支
援
補
助
金
実
施

こ
と
を
10
月
14
日
開
催
の
第
13

回
理
事
会
で
決
定
し
、
抗
議
文

を
10
月
19
日
、
後
藤
茂
之
厚
生

労
働
大
臣
宛
で
提
出
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
者
数
は
減
少
傾
向
で
あ
る
も

在
宅
医
療
及
び
医
療
・
介
護
連
携
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
を
検
討

の
の
、
感
染
症
対
策
が
不
要
に

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
現
場

で
は
引
き
続
き
、
感
染
症
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

加
算
の
廃
止
・
減
算
に
は
、
多

数
の
医
療
団
体
か
ら
も
抗
議
が

出
さ
れ
て
い
る
。

金
パ
ラ
等
歯
科
用
貴
金
属

1
月
歯
科
用
貴
金
属
価
格

随
時
改
定
Ⅱ
見
送
り

　

中
医
協
総
会
は
10
月
13
日
、

歯
科
用
貴
金
属
価
格
の
随
時
改

定
Ⅱ
に
つ
い
て
、
歯
科
用
貴
金

属
の
変
動
幅
が
±
15
％
を
超
え

て
い
な
い
た
め
告
示
価
格
の
変

更
は
行
わ
な
い
と
す
る
こ
と
を

報
告
し
た
。

　

随
時
改
定
Ⅱ
は
、
歯
科
用
貴

金
属
価
格
の
素
材
（
金
、
パ
ラ

ジ
ウ
ム
、
銀
）
価
格
の
変
動
幅

が
そ
の
時
点
の
告
示
価
格
の
±

15
％
を
超
え
た
場
合
、
診
療
報

酬
改
定
時
お
よ
び
随
時
改
定
Ⅰ

時
の
３
ヶ
月
後
に
見
直
し
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

（
関
連
記
事
を
３
面
）

県
立
大
学
理
事
長
）、
田
母
神

裕
美
（
日
本
看
護
協
会
常
任
理

事
）、
中
林
弘
明
（
日
本
介
護

支
援
専
門
員
協
会
常
任
理

事
）、
増
井
英
紀
（
全
国
健
康

保
険
協
会
本
部
企
画
部
長
）、

松
本
吉
郎
（
日
本
医
師
会
常
任

理
事
）、
馬
屋
原
健
（
日
本
精

神
科
病
院
協
会
常
務
理
事
）、

本
見
研
介
（
全
国
介
護
事
業
者

協
議
会
理
事
）

厚労省

（１） 第６２０号 ２０２１年（令和３年）１１月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

発 行 所
東京歯科保険医協会

〒169-0075
　東京都新宿区高田馬場1-29-8
 いちご高田馬場ビル6階　
電　話　03（3205）2999
振替口座　00180-0-118231
購 読 料　年 6,000円

（会 員 の 購 読 料 は 会
費 に 含 ま れ て い ま す）



補助額
無床歯科診療所　８万円

有床歯科診療所　10万円

申請期限

2021年11日１日（予定）から2022年１月31日

※精算交付申請書が到達した日から起算して、原則として２カ月以内に交付の決定および、交付すべき補

　助金の額の確定を行う予定。

対象期間 2021年10月１日から2021年12月31日までにかかる経費

対象経費

「従前から勤務している者及び通常の医療の提供を行う者に係る人件費」を除き、感染拡大防止対策に

要するかかり増し費用が対象。今回は、確定後（納品済み）に対する支援補助金となる。概算払いはで

きない。

※経費例

・日常診療に要する材料費（衛生材料、消毒薬など、直接診療報酬等を請求できるもの以外）

・換気のための軽微な改修（修繕費となるもの）

・休業補償保険等の保険料

・清掃の人材派遣料で従前からの契約に係るもの

・清掃の外部委託費で従前からの契約に係るもの

・感染拡大防止のため購入した施設、設備に係る保守、メンテナンス料

・感染拡大防止のため新たに借りた診療スペースに係る家賃

・院内等での感染拡大を防ぐために購入した空気清浄機

　（医療用でなくても可）

・紫外線殺菌照射装置

・一時的に閉院した場合の補償を行う保険の保険料

※経費例は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止継続支援補助金に関するＱ＆Ａより抜粋。

　https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000840779.pdf（上記QRコード参照）

申請方法
１）インターネットによる電子申請　11月１日より申請サイトがオープンになる予定。

２）電子申請以外　厚労省コールセンター（☎0120－336－933 平日９：30 ～ 18：00）へ連絡。

ポイント

１）感染拡大防止対策に要するかかり増し費用が対象となる。

　　審査側から問い合わせがあった場合、どのようなかかり増しであったかの説明が必要となる可能性

　　がある。

２）家賃に関しては「感染拡大防止のため新たに借りた診療スペースに係る家賃」が対象。

　　前回の支援金などで対象となっていた通常のテナント家賃は対象外。

３）申請は清算済みの申請のみになるが、領収書の添付は不要。

　　ただし、領収書は５年間の保管義務がある。

11月から新たな補助金（８万円）の申請開始
11月から、新たに「令和３年度新型コロナウイルス感染症感染拡大防止継続支援補助金」（無床歯科診療所上限８万円）
が申請開始となる。協会では申請方法の動画をデンタルブックで公開予定。補助金の詳細は以下の通り。

（ 2）第６２０号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２１年（令和３年）１１月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

 十分なのか… 十分なのか…
 コロナ加算廃止と引き換えの支援金 コロナ加算廃止と引き換えの支援金

歯科医療機関のコストは医科よりも高い
　

厚
生
労
働
省
は
、
10
月
か
ら

の
感
染
症
対
策
支
援
と
し
て
、

年
末
ま
で
の
３
カ
月
間
で
病
院
・

有
床
診
療
所
は
10
万
円
、
無
床

診
療
所
は
８
万
円
を
上
限

に
、
実
費
の
補
助
を
打
ち
出
し

た
。

　

し
か
し
、
衛
生
用
品
の
値
上

が
り
が
続
い
て
お
り
、「
グ
ロ

ー
ブ
の
か
か
り
増
し
費
用
だ
け

で
８
万
円
に
達
し
て
し
ま

う
」
と
い
う
声
も
出
て
い
る
。

規
模
が
大
き
い
医
療
機
関
ほ
ど

給
付
金
が
不
十
分
に
な
り
や
す

い
。

　

ま
た
、
患
者
1
人
１
回
あ
た

り
の
院
内
感
染
防
止
対
策
の
コ

ス
ト
は
、
中
央
社
会
保
険
医
療

協
議
会
・
診
療
報
酬
基
本
問
題

小
委
員
会
（
２
０
０
７
年
7
月

18
日
）
に
お
い
て
２
６
８
・
１

７
円
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
同
委
員
会
の
資
料
で

は
、
歯
科
医
療
機
関
の
コ
ス
ト

は
医
科
医
療
機
関
よ
り
も
高
い

こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
医
科

歯
科
一
律
に
無
床
診
療
所
に
は

８
万
円
の
支
給
と
し
て
い
る
点

も
問
題
で
あ
る
。

　

会
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

多
く
、「
家
賃
が
支
払
え
な

い
」「
資
金
繰
り
が
苦
し
い
」

「
感
染
防
止
対
策
の
出
費
で
経

営
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
」
な
ど

約
２
０
０
件
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ

て
き
た
補
助
金
の
給
付
は
大
幅

に
遅
延
し
て
お
り
、
迅
速
で
確

実
な
給
付
が
な
さ
れ
る
か
の
疑

問
も
ぬ
ぐ
え
な
い
。

　

給
付
申
請
の
事
務
負
担
な
ど

を
考
慮
す
れ
ば
、
感
染
症
対
策

の
支
援
は
、
迅
速
で
簡
便
な
診

療
報
酬
に
よ
る
対
応
と
し
、
コ

ス
ト
を
踏
ま
え
た
評
価
を
す
べ

き
で
あ
る
。

点数や項目 算定要件や取り扱い

①
　総合医療管理加算50点ま　　
　たは在宅総合医療管理加　　
　算50点（１日につき１回）

　担当医から患者の全身状態や服薬状
　況等の診療情報の提供を受け、管理
　および療養上の指導等を行う（歯　　
　科疾患管理料や歯科疾患在宅療養　　
　管理料の算定がなくても算定できる）。

②
　歯科治療時医療管理料45点
　または在宅患者歯科治療時
　医療管理料45点（１日につき）

　脈拍、経皮的動脈血酸素飽和度な　　
　どを把握して治療を行う。

③ 　非経口摂取患者口腔粘膜　　
　処置100点（１日につき１回）

　呼吸管理を行っている者に対して、　　
　口腔衛生状態の改善を目的に口腔　　
　の剥離上皮膜の除去などを行う。

④ 　歯科特定疾患療養管理料　　
　170点（月２回）

　口腔乾燥を訴える者に対して、服薬、
　栄養等の療養上の指導を行う。

⑤ 　歯科訪問診療料１の時間　　
　要件の緩和

　自宅・宿泊療養を行っている者また
　は歯科、小児歯科、矯正歯科もし　　
　くは歯科口腔外科を標榜していな　　
　い保険医療機関に入院している者
　（※1）に対して、20 分未満の訪問　　
　診療をした場合でも、減算せずに
　1,100 点を算定できる。

⑥ 　歯科訪問診療料の緊急歯　　
　科訪問診療加算の要件緩和

　（※１）の患者またはその看護に当た
　っている者からの訴えで速やかに訪
　問診療を行った場合も、手術後の急
　変等が予想される場合に限らずに算
　定できる。

コロナ加算廃止に伴いコロナ加算廃止に伴い
陽性患者への新たな評価を新設陽性患者への新たな評価を新設

　厚生労働省は、9月28日付の事務連絡で、10月以降には歯科外来等感染症
対策実施加算５点を算定できないこと、および乳幼児感染予防策加算55点
は、28点で引き続き算定できることを通知した。
　また、新型コロナウイルス陽性患者を診療した場合の新たな特例措置を示
し、新型コロナ歯科治療加算298点とともに算定できることを示した（東京
歯科保険医新聞10月号では、10月以降は新型コロナ歯科治療加算298点を算
定できないとしていましたが、算定できることが明らかになりました）。

表：陽性患者を治療した場合、新型コロナ歯科治療加算に加え算定できる項目

注：①～⑥はレセプトの摘要欄に「コロナ特例」と記載。①②は施設基準の届出が
　　ない場合でも算定できる。

　

協
会
に
は
本
年
2
月
に
締

め
切
ら
れ
た
「
令
和
2
年
度

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
感
染
拡
大
防
止
・
医
療
提

供
体
制
確
保
支
援
補
助
金

が
、
ま
だ
入
金
さ
れ

て
い
な
い
」
と
い
う

相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
協
会
は

厚
生
労
働
省
に
対

し
、
迅
速
な
対
応
を

求
め
る
要
望
書
を
提

出
し
た
。

　

し
か
し
、
会
員
か

ら
は
9
月
に
な
っ
て

も
入
金
が
な
い
た

め
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
に
問
い
合
わ
せ
を

し
た
が
「
申
請
状
況
が
わ
か

ら
な
い
と
い
う
回
答
を
受
け

た
」
と
の
声
が
相
次
い
だ
。

　

協
会
は
こ
れ
に
対
し
、
全

国
保
険
医
団
体
連
合
会
を
通

じ
て
厚
労
省
に
36
件
（
10
月

18
日
現
在
）
の
申
請
状
況
の

個
別
照
会
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
会
員
か
ら
「
10
月
中
旬

頃
に
審
査
、
給
付
が

完
了
す
る
と
連
絡
が
あ

っ
た
」
と
の
情
報
が
寄

せ
ら
れ
、
進
展
が
あ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

　

厚
労
省
で
は
順
次

対
応
を
行
っ
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
同

補
助
金
の
交
付
決
定

が
ま
だ
行
わ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
問
い

合
わ
せ
、
状
況
が
わ
か
ら
な

い
場
合
は
協
会
に
ご
連
絡
を

い
た
だ
き
た
い
（
☎
０
３
―

３
２
０
５
―
２
９
９
９
）。

支援補助金の振込遅れに対し

保団連が個別照会対応を実施

東京歯科保険医協会東京歯科保険医協会
ホームページホームページ

最新の歯科医療情報等を発信最新の歯科医療情報等を発信



医療広告ガイドラインで最初に

気をつけるべきポイント　No.1

　2018年６月１日に改定された厚生労働省の「医

療広告ガイドライン」によって、対象物が「広告

」から「広告その他の医療を受ける者を誘引する

ための手段としての表示」へと変更され、WEB

サイトによる情報提供も規制の対象となりました

（医療法等改正法）。

　変更点のポイントは、今までは閲覧者が自主的

に開くWEBサイトは「広告」としての機能を持

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
ク
ラ
ウ
ン
装
着
の
要
点
を
解
説

第
２
回 

若
手
歯
科
医
師
向
け
学
術
ベ
ー
シ
ッ
ク
講
座

　

９
月
25
日
、
阿
部
菜
穂
氏
（

江
東
区
開
業
／
社
保
・
学
術
部

担
当
理
事
）
を
講
師
に
迎
え
、

「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
ク
ラ
ウ
ン

の
ベ
ー
シ
ッ
ク
」
を
テ
ー
マ
に
、

第
２
回
若
手
歯
科
医
師
向
け
学

術
ベ
ー
シ
ッ
ク
講
座
を
開
催
し

た
。
当
日
は
、
Ｚ
о
о
ｍ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
10
名
、
協
会
会
議
室

３
名
の
計
13
名
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
で
、
阿
部
氏
か
ら
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
ク
ラ
ウ
ン
の
製
作

手
順
の
説
明
が
あ
り
、
材
料
に

つ
い
て
は
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
系
、

金
属
系
、
レ
ジ
ン
系
に
お
け
る

各
種
の
特
徴
に
つ
い
て
解
説
。

ま
た
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
レ
ジ
ン

系
に
お
い
て
２
０
１
４
年
の
小

臼
歯
か
ら
は
じ
ま
り
、
条
件
付

き
で
の
大
臼
歯
へ
の
適
応
拡
大
、

今
般
の
前
歯
へ
の
適
応
拡
大
と

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
保
険
収

載
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
説
明

し
た
。

　

さ
ら
に
、
ク
ラ
ウ
ン
の
装
着

に
際
し
て
、
ク
ラ
ウ
ン
内
面
に

ア
ル
ミ
ナ
ブ
ラ
ス
ト
に
よ
る
処

理
、
も
し
く
は
表
面
清
掃
剤
に

よ
る
処
理
を
確
実
に
行
う
こ
と

や
、
支
台
歯
に
付
着
し
た
汚
れ

に
つ
い
て
も
徹
底
し
た
清
掃
処

理
に
よ
り
除
去
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
し
た
。

　

最
後
に
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

技
術
で
製
作
さ
れ
た
ク
ラ
ウ
ン

に
つ
い
て
、
従
来
の
メ
タ
ル
ク

ラ
ウ
ン
と
は
支
台
歯
形
態
や
使

用
す
る
接
着
材
の
シ
ス
テ
ム
が

異
な
る
た
め
、
十
分
に
確
認
を

し
て
か
ら
臨
床
応
用
す
る
よ
う

に
提
唱
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
接
着
な

ど
、
基
本
を
も
う
一
度
学
び
直

せ
た
」「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠

を
何
と
な
く
使
っ
て
い
た
が
、

基
礎
か
ら
学
べ
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
の
声
が
あ
り
、
日
頃
の
臨

床
の
手
技
の
見
直
し
や
、
今
後

に
も
応
用
で
き
る
有
意
義
な
内

容
で
あ
っ
た
。

ド
ク
タ
ー
・
ス
タ
ッ
フ
講
習
会

ド
ク
タ
ー
・
ス
タ
ッ
フ
講
習
会

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
Ｓ
Ｒ
Ｐ
実
習

感
染
防
止
対
策
を
徹
底　

少
人
数
で
開
催

　

協
会
は
、
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
・

Ｓ
Ｒ
Ｐ
実
習
（
全
３
回
）
の
１

回
目
と
な
る
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ

編
を
９
月
30
日
、
２
回
目
の
Ｓ

Ｒ
Ｐ
編
を
10
月
20
日
に
開
催
し

た
。
講
師
は
、
東
京
医
科
歯
科

大
学
病
院
歯
系
診
療
部
門
歯
科

総
合
診
療
科
教
授
の
新
田
浩
氏

他
３
名
が
務
め
た
。

　

例
年
、
好
評
の
講
習
会
で
あ

り
、
今
年
度
は
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
参
加
人
数
を
制
限

し
た
う
え
で
実
施
し
、
両
日
と

も
定
員
一
杯
の
16
名
が
参
加
し

た
。

　

講
習
会
は
、
前
半
に
講
義
、

後
半
は
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
実
習
、
ま
た

は
Ｓ
Ｒ
Ｐ
実
習
を
行
っ
た
。
実

習
中
は
受
講
者
か
ら
臨
床
で
の

疑
問
や
不
安
な
点
が
質
問
さ
れ
、

講
師
が
丁
寧
に
指
導
す
る
様
子

が
数
多
く
見
ら
れ
た
。

　

講
習
会
後
に
は
、「
動
画
を

用
い
て
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」

「
実
習
で
は
少
人
数
だ
っ
た
た

め
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
の
質

問
が
し
や
す
か
っ
た
」「
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
に
よ
る
指
導
の
時
間

が
長
く
、
正
し
い
方
法
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。
明
日
か
ら
の

臨
床
に
活
か
し
た
い
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

な
お
、
３
回
目
の
「
Ｓ
Ｒ
Ｐ

（
超
音
波
ス
ケ
ー
ラ
ー
）
編
」

は
、11
月
25
日
に
開
催
さ
れ
る
。

　

協
会
は
９
月
30
日
、
第
２
回

学
術
研
究
会
を
ワ
イ
ム
貸
会
議

室
高
田
馬
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
を
用
い
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
形
式
で
開
催
し
た
。「
象
牙

質
レ
ジ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
ツ

ボ
」
を
テ
ー
マ
に
柵
木
寿
男
氏

（
日
本
歯
科
大
学
接
着
歯
科
学

講
座
准
教
授
）
が
講
演
し
、
会

場
参
加
２
名
を
は
じ
め
、
総
勢

84
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

２
０
１
９
年
12
月
に
保
険
導

入
さ
れ
た
象
牙
質
レ
ジ
ン
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
法
に
つ
い
て
、
基
礎

研
究
に
基
づ
い
た
実
験
デ
ー
タ

の
読
み
方
や
従
来
か
ら
の
裏
層

と
の
概
念
の
違
い
、
レ
ジ
ン
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
材
料
と
接
着
操
作

と
の
関
係
、
今
後
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
レ

ジ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
の
関
係

や
注
意
点
な
ど
を
解
説
し
た
。

　

質
疑
で
は
参
加
者
か
ら
、
実

象
牙
質
レ
ジ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
巡
り
講
演

　今号からWEBに係る歯科関連の法令やトラブル
対応などについて、歯科専門にサイト制作、運用、
コンサルティングを手掛ける専門家が解説する連
載を開始します。初回は、医療広告について―。

新田 浩 氏柵木 寿男 氏
阿部 菜穂 氏

際
の
象
牙
質
レ
ジ
ン
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
術
式
に
関
し
て
、
支
台

歯
形
成
と
印
象
採
得
と
の
タ
イ

ミ
ン
グ
や
、
補
綴
物
装
着
時
の

浸
潤
麻
酔
の
必
要
性
な
ど
に
関

す
る
質
問
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
終
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
歯
髄
保
護
の
変
遷
も

含
め
て
、
臨
床
に
即
し
た
内
容

で
あ
り
、す
ぐ
に
活
用
し
た
い
」

「
接
着
材
の
素
晴
ら
し
さ
を
再

認
識
で
き
た
」
な
ど
の
声
が
多

か
っ
た
。

講
演
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

　

な
お
、
講
師
の
ご
厚
意
に
よ

り
、
講
演
模
様
を
11
月
か
ら
期

間
限
定
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

ち合わせていないという視点でしたが、これが患

者の誘導として広告的に使用されているという考

えに変更され、テレビCMのように規制を受ける

ということです。この規制に反した歯科診療所の

WEBサイト、SNS、ブログ、ポータルサイトなど

は、自治体（主に保健所）から指導が入ります。

　具体的には、文章による通知、もしくは電話連

絡があります。そこから、1カ月以内に問題箇所を

訂正して、訂正完了の申請を行えばペナルティな

どはありません。しかしながら、放置すると「行

政指導」「報告命令」「立入検査」「中止命令」「是

正命令」と、段階ごとにペナルティを受ける可能

性があります。次回No. ２ではなぜ広告に気をつける

のか、どこに気をつければ良いのかを解説します。

　　　　　　　株式会社クレセル　永田康祐

東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（３） 第６２０号 ２０２１年（令和３年）１１月１日（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

歯
科
用
貴
金
属
随
時
改
定
は
見
送
り

               

中
医
協
総
会
で
正
式
に
決
定

中医協総会中医協総会
　

10
月
13
日
の
中
央
社
会
保
険

医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
総
会

で
、
２
０
２
２
年
1
月
の
歯
科

用
貴
金
属
の
随
時
改
定
を
見
送

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

歯
科
鋳
造
用
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ

ム
合
金
の
変
動
率
が
マ
イ
ナ
ス

１
・
４
％
に
な
る
な
ど
、
改
定

に
必
要
な
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス

15
％
を
超
え
る
変
動
が
な
い
た

め
と
し
て
い
る
。

　

金
パ
ラ
原
価
割
れ
署
名
は

　

１
０
０
０
筆
を
突
破

　

な
お
、
協
会
が
行
っ
て
い
る

金
パ
ラ
原
価
割
れ
の
改
善
を
求

め
る
「
次
期
改
定
に
向
け
て
、

金
パ
ラ
『
逆
ザ
ヤ
』
の
抜
本
的

な
解
消
を
求
め
る
要
請
署
名
」

は
、
１
０
０
０
筆
を
突
破
。
金

パ
ラ
の
高
騰
は
落
ち
着
き
を
示

し
て
い
る
も
の
の
、
寄
せ
ら
れ

た
意
見
で
は
「
中
医
協
の
議
論

を
見
る
と
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠

に
移
行
す
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
金
パ
ラ
は
材
料
費
だ
か
ら

逆
ザ
ヤ
は
論
外
」
な
ど
、
原
価

割
れ
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
う
現

制
度
の
改
善
を
強
く
求
め
る
声

が
、
引
き
続
き
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

 

協
会
は
、
10
月
末
を
締
め
切

り
と
し
、
集
ま
っ
た
す
べ
て
の

署
名
を
全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
（
保
団
連
）
を
通
じ
て
11
月

に
、
厚
生
労
働
省
な
ど
関
係
各

省
に
提
出
し
、
さ
ら
に
要
望
を

行
っ
て
い
く
。

　

プ
ラ
ス
改
定
署
名

　

に
も
ご
協
力
を

　

署
名
に
協
力
し
た
会
員
の
先

生
方
に
は
、
こ
の
紙
面
を
借
り

て
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
協
会

は
次
期
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い

て
、
プ
ラ
ス
改
定
を
求
め
る
署

名
も
実
施
中
。
引
き
続
き
、
協

会
の
諸
活
動
へ
の
協
力
を
、
ぜ

ひ
と
も
お
願
い
し
た
い
。

12,000 

—←12％金銀パラジウム合金素材価格 

ー←金要材iilli格

一バラジウム要材価格

一銀素材iilli格10,000 

8,000 

6,000 

4,000 

2,000 

゜

゜
　※2021年10月13日開催の中医協資料「歯科用貴金属素材価格（1gあたり）の変動推移」をもとに作成

 

２
０
２
２
年
１
月

※署名はWebから
でもできます

2020年2月

2021年5月

2021年9月

2019年4月

　

厚
生
労
働
省
は
９
月
30
日
、

歯
科
技
工
士
の
業
務
の
あ
り
方

等
に
関
す
る
検
討
会
を
創
設
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
初
会
合
を

開
催
し
た
。
座
長
に
は
、
昭
和

大
学
客
員
教
授
の
赤
川
安
正
氏

を
互
選
し
た
ほ
か
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
運
営
方
法
を
確

認
し
、「
歯
科
技
工
士
の
業
務

の
あ
り
方
」「
歯
科
技
工
の
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
」
な
ど
を
巡
り

検
討
を
加
え
た
。

　

こ
の
検
討
会
は
、
近
年
、
歯

科
技
工
技
術
の
高
度
化
や
デ
ジ

タ
ル
化
、
就
業
歯
科
技
工
士
数

の
減
少
な
ど
、
歯
科
技
工
士
を

取
り
巻
く
状
況
の
変
化
を
踏
ま

え
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
歯
科
技
工
や
、
チ
ェ
ア
サ
イ

ド
で
の
歯
科
技
工
な
ど
、
歯
科

技
工
士
の
業
務
の
あ
り
方
や
必

要
な
教
育
な
ど
に
関
し
、
具
体

的
な
検
討
を
行
う
た
め
に
設
置

さ
れ
た
も
の
。

　

今
回
は
、
歯
科
技
工
業
の
多

様
な
業
務
モ
デ
ル
に
関
す
る
研

究
結
果
や
業
務
内
容
の
見
直
し

に
向
け
た
調
査
研
究
、
歯
科
技

工
に
関
す
る
検
討
会
の
議
論
な

ど
を
振
り
返
っ
た
。
さ
ら
に
、

６
月
18
日
に
閣
議
決
定
し
た
規

制
改
革
実
施
計
画
の
「
デ
ジ
タ

ル
化
の
進
展
等
に
対
応
す
る
た

め
の
歯
科
技
工
業
務
の
見
直

し
」
に
対
応
す
る
た
め
、
２
０

２
１
年
度
中
に
歯
科
技
工
士
の

業
務
形
態
に
関
し
て
、「
歯
科

技
工
に
お
け
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
の
あ
り
方
」「
歯
科
技
工
所

間
の
連
携
の
あ
り
方
」
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
具
体
的
な

議
論
で
は
、
①
歯
科
技
工
に
お

け
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
行
う

場
所
・
者
に
つ
い
て
、
②
歯
科

技
工
の
中
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

が
想
定
さ
れ
る
業
務
、
③
歯
科

技
工
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
の
情
報
管
理
や
、
歯
科
技
工

所
と
歯
科
医
療
機
関
と
の
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
の
授
受
方
法
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
―
な
ど
を

取
り
上
げ
た
。

　

今
後
は
、
２
０
２
２
年
度
中

に
①
歯
科
技
工
士
の
業
務
に
つ

い
て
（
チ
ェ
ア
サ
イ
ド
に
お
け

る
業
務
に
つ
い
て
も
含
む
）、

②
業
務
の
検
討
に
応
じ
た
教
育

内
容
に
つ
い
て
―
な
ど
を
検
討

し
、
報
告
書
を
ま
と
め
る
予
定

と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
構
成
員
は
以
下
の
各

氏
。（
敬
称
略
）

【
構
成
員
】

赤
川
安
正
（
座
長
：
昭
和
大
学

客
員
教
授
）、
扇
照
幾
（
Ｏ
Ａ

Ｋ D
en

tal S
tu

d
io

）、
大

島
克
郎
（
全
国
歯
科
技
工
士
教

育
協
議
会
会
長
）、
小
畑
真

（
歯
科
医
師
、
弁
護
士
法
人
小

畑
法
律
事
務
所
代
表
弁
護

士
）、
尾
松
素
樹
（
日
本
歯
科

医
師
会
常
務
理
事
）、
三
代
知

史
（
日
本
歯
科
医
師
会
理

事
）、
陸
誠
（
株
式
会
社
コ
ア

デ
ン
タ
ル
ラ
ボ
横
浜
代
表
取
締

役
社
長
）、
杉
岡
範
明
（
日
本

歯
科
技
工
士
会
会
長
）、
馬
場

一
美
（
日
本
補
綴
歯
科
学
会
理

事
長
）
古
畑
公
治
（
株
式
会
社

デ
ン
ト
ラ
イ
ン 

イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
）、
柳
澤
智
仁
（
東

京
都
多
摩
立
川
保
健
所
歯
科
保

健
担
当
課
長
）

【
専
門
委
員
】

野
﨑
一
徳
（
大
阪
大
学
歯
学
部

附
属
病
院
医
療
情
報
室
室

長
）、
松
井
哲
也
（
株
式
会
社

ハ
ー
テ
ッ
ク
・
デ
ン
タ
ル
サ
ー

ビ
ス
）、
山
下
茂
子
（
株
式
会

社D
e

n
ta

l D
ig

ita
l 

O
p

eration

）

歯
科
技
工
士
業
務
の
あ
り
方
検
討
に
本
腰

 

座
長
に
昭
和
大
客
員
教
授
の
赤
川
安
正
氏
を
互
選

厚労省
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医 療 訴 訟 に お け る 時 効
（2020年４月１日施行 改正民法）

〇不法行為を理由とした損害賠償請求権は、被害

　者が医療過誤の事実と加害者を知ったときから

　５年、不法行為のときから20年で時効消滅する。※

〇債務不履行を理由とした損害賠償請求権は、権

　利を行使することができると知ったときから５

　年、権利を行使することができるときから20年

　で時効消滅する。※

※いずれか早い方の経過によって時効が完成する。

　経営・税務相談Q＆A  No.387　

Q １　カルテなどの診療に関する記録、そ

　　の他の書類はどの程度の期間保存すれ

　　ば良いか？

A １　カルテ（診療録）をはじめ、保存が義務

付けられている書類等として、X線フィルムや

歯科技工指示書の控え等があります。右別表に

まとめてありますのでご参照ください。

　カルテの保存期間は、歯科医師法第23条と保

険医療機関および保険医療担当規則第９条によ

り治療完結の日から起算して５年、カルテに添

付する書類も同様に５年となっています。その

ため、治療が続いている場合は５年以上であっ

てもカルテの保存が必要です。ただし、治療が

完結してから５年経過している場合にも、カル

テが必要になるケースがあります。例えば、治

療完結後５年以上経過してから医療過誤が発覚

した際に、事実調査のためにカルテの開示を請

求されるケース等です。歯科診療に過誤や不満

があったとして患者から訴えられた際、カルテ

がないと、どのような治療行為を行ったかの証

明ができなくなり、歯科医院側に不利になる可

能性もあります。以上のケースのような医療訴

訟における時効を想定した場合、改正民法上、

20年保存すると安心です。カルテをデータとし

Q ２　従業員の雇用や税務といった診療以

　　外の内容にかかる書類は、何年保存す　　

　　ればよいのか？

A ２　タイムカードのほか、労働条件通知書や

解雇通知書といった雇い入れに関する書面、退

書類等の保存期間
～年末に向けて書類の整理整頓を～

書 類 等 保 存 期 間

　カルテ (診療録 ) ５年間

　【カルテに添付する書類】
　・口腔内写真
　・患者に提供した文書等の写し　等

５年間

　・エックス線写真
　・歯科技工指示書の控え　等 ３年間

　・歯科衛生士の業務記録 ３年間

　・タイムカード
　・労働条件通知書、解雇通知書など、
　　雇い入れ、退職に関する書類　等

３年間

　・雇用保険被保険者資格取得届、離職
　　証明書など、ハローワークに提出す
　　る雇用保険関係の書類　等

４年間

　【税務関係の帳票類】
　・領収書、経理の元帳、現金出納帳、
　　日計表、固定資産台帳、売掛帳、買
　　掛帳、経費帳、貸借対照表・損益計
　　算書・棚卸等の決算関係書類、賃金
　　台帳等

７年間
※法人の場合、
欠損金＜赤字＞
が出ている事業
年度は 10 年

職（解雇を含む）に関する書類など、雇用に関

する書類の保存期間は労働関係法令では、労働

者の退職日、またはすべての手続きが完結した

日から３年と定めています。なお、ハローワーク

に提出する雇用保険の書類（雇い入れ時と退職

時の書類）は退職後４年の保存となっています

のでご注意ください。また、税務に係る帳票類

は税法での保存は７年（法人の場合、欠損金が

出ている事業年度は10年）と定められています。

経営管理研究会

　2018年に協会が歯科衛生士に行ったアンケートによると、歯科衛生士を生涯続けたいと思

う方は約半数いました。しかし、現場から離れていってしまう方も多いのが現状です。そし

て、退職理由の第1位は「人間関係」でした。給与や社会保険に不満はあっても、それが

直接の原因ではないことがアンケート結果で明らかになりました。

　今回の経営管理研究会では、歯科衛生士が歯科医院に期待することや不安に思っているこ

となどを掘り下げて、求人への応募が増える、雇用した歯科衛生士が辞めないような医院づ

くりについて考えてみたいと思います。講師には養成学校の関係者をお呼びして、院長には

わからない歯科衛生士の生の声を伺おうと思います。

　新型コロナウイルスの感染状況の判断が難しいため、今回はZoomを中心とした研究会と

いたします。ぜひ、ご参加ください。

日　時　12月16日（木）午後７時～８時30分

講　師　歯科衛生士養成機関関係者を予定

会　場　Zoomウェビナーを用いたライブ配信

定　員　Zoomウェビナー 200名

対象者　会員、会員医療機関の事務担当の方など

　　　　※未入会の先生に関しましては、事前のご入会が必要です。

　　　　　お早めに連絡ください。

参加費　無料

予　約　QRコードを読み取りお申し込みください。

歯科衛生士の「応募が増える」「辞めない」医院づくりを考える（仮題）

優待券をお求めの方は、
QRコードよりお申し込みください。

◆靴の「CHIYODA」
◆フジヤマ倶楽部
◆サンリオピューロランド
◆リソルの森
◆プリンスホテル
◆ワイム貸会議室の利用　他

会員優待サービス

ご案内ご案内

て保存することはできますが、厳格な要件が定

められていますのでご注意ください。

　その他の帳簿、書類、記録等は療養担当規則

第９条で３年の保存期間が定められています。

なお、これらの期間も、治療完結の日から起算

することとされていますのでご注意ください。

　右表の「患者に提供した文書等の写し」は、

保険診療上、患者に対し医学管理料や情報提供

料等として診療報酬請求できる行為を行うにあ

たって作成される文書です。主なものとして

は、歯科疾患管理料、歯科衛生実地指導料、新

製有床義歯理管料、訪問歯科衛生指導料、クラ

ウン・ブリッジ維持管理料等があります。詳細

は、協会事務局までお問い合わせください。

会員優待サービス会員優待サービス
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２０２１年度医科歯科医療安全講習会
～新型コロナウイルス感染症（COVID-19）そしてインフルエンザ等その他の感染症の動向～
　新型コロナウイルスの対応に苦慮されていることと思います。協会では医療機関での感染

対策に関する講習会を、東京保険医協会と共同で開催いたします。開催時点での最新の情

報を交えた内容とする予定です。ぜひ、ご参加ください。なお、当講習会は医療法に定めら

れた年２回受講が必要な医療安全管理のための講習会に該当します。また、歯科初診料注１

の施設基準の講習会には該当しませんのでご留意ください。

　本抄録提出の2021年10月中旬、国内におけるCOVID-19のいわゆる第５波は、急速に新

規感染者数が減じている。このまま落ち着いてくれることを期待したい一方、リバウンドある

いは再流行についても予断は許さないところである。また、本年は小児RSウイルス感染症の

いつにない流行が見られたが、今冬のインフルエンザの動向も気になるところである。本講

習会においては、これらについてその時点での状況を含めてご紹介する予定である。

日　時　11月３日（水・祝）午後２時30分～４時（予定）

講　師　岡部 信彦 氏（医師／川崎市健康安全研究所 所長／内閣官房参与）

会　場　東京保険医協会セミナールーム＆WEB併用（Zoomウェビナー）

　　　　（新宿区西新宿３丁目２番地７号 KDX新宿ビル４階）

交　通　JR線山手線・中央線・総武線・埼京線「新宿駅（南改札）」より徒歩９分

　　　　都営大江戸線「都庁前駅（A３出口）より徒歩７分

　　　　都営新宿線「新宿駅（６番出口）」より徒歩４分

　　　　小田急線・京王線「新宿駅（西改札）」より徒歩15分

定　員　会場 30名（満席）、Zoomウェビナー 200名

対象者　東京歯科保険医協会および東京保険医協会の会員

　　　　会員医療機関のスタッフ（それ以外の方は＊を参照ください）

参加費　無料

予　約　QRコードを読み取りお申し込みください。

　　　　※当会ホームページからも予約可能です。

　　　　＊上記対象者以外の参加者は、各道府県保険医協会・医会の会員の方ご本人に限ります。

　　　　　参加形態はZoomウェビナーのみになります。

研 究 会 ・ 行 事 案 内

第１回院内感染防止対策講習会
　この講習会は、歯初診の施設基準の届出を初めて行う方などを対象にしています。席数

に限りがございますので、更新を目的とした受講については、やむを得ず会場で受講が必要

な方のみご予約ください。

　なお、更新を目的とした受講をご検討の先生につきましては、今後別途講習会を開催する

予定です。機関紙やホームページにてご案内いたしますので、今しばらくお待ちください。

日　時　11月24日（水）午後７時～８時30分　受付は午後６時30分～

講　師　濱﨑 啓吾 氏（東京歯科保険医協会院内感染防止対策委員会 委員長）

会　場　ワイム貸会議室高田馬場（新宿区高田馬場１-29-９ TDビル４F）

交　通　JR、西武新宿線「高田馬場駅（戸山口）」より徒歩２分

　　　　東京メトロ東西線 ｢高田馬場駅（５番出口）｣ より徒歩４分

定　員　50名（会員のみ ※代理の方の参加はできません）

参加費　１,０００円（修了証代込み）当日、受付でのお支払いになります。

予　約　QRコードを読み取りお申し込みください。

             ※当会ホームページからも予約可能です。

             ※講習会に途中入場、途中退席をされた場合、講習会の修了証は発行できません。

医事相談研究会

　「痛みを訴えているのに原因がわからない」「咬合調整をしても訴えが消えない」などで

困ったご経験はないでしょうか。また、治療を進める中で不幸にも患者さんとのトラブルに

発展し、無力感に苛まれてしまう先生もおられるのではないでしょうか。

　そこで、今回、歯科心身医学を専門とされる豊福明先生をお招きし、歯科心身症と思わ

れる患者が来院した際の対応について、お話しいただきます。ぜひ、ご参加ください。

（協会理事より）

日　時　11月25日（木）午後７時00分～８時40分

講　師　豊福 明 氏（東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科 歯科心身医学分野 教授）

会　場　Zoomウェビナーを用いたライブ配信、またはワイム貸会議室 高田馬場「Room４Ａ」

定　員　Zoomウェビナー 500名、ワイム貸会議室 高田馬場 6名（先着順）

参加費　無料（会員のみ※未入会の場合はご入会が必要です）

要予約　QRコードを読み取りお申し込みください。

　　　　※11月17日（水）までにお申し込みをお願いいたします。期日

　　　　　を過ぎた場合は、ご予約いただけない可能性があります。

　　　　※当会ホームページからもお申込みが可能です。

「これから始める！歯科訪問診療」講習会
　「歯科訪問診療に取り組みたいけど、あと一歩が踏み出せない」という先生のために、実

際に歯科訪問診療を行っている講師団から、症例写真などを用いて現場の様子、医療・介

護報酬の請求方法、必要な道具をはじめ歯科訪問診療の実状をお話しします。

　今回は、歯科訪問診療未経験の先生を対象に「居宅への歯科訪問診療」に焦点を当てた

内容になっております。少しでも歯科訪問診療の必要性を感じ、これから積極的に取り組み

たいとお考えの先生は、ぜひ、ご参加ください。

日　時　12月８日（水） 午後７時～９時

講　師　協会講師団

会　場　Zoomミーティング

定　員　20名　※歯科訪問診療未経験の会員ご本人のみ

参加費　３,０００円（「歯科訪問診療の手引き」冊子代込）

予　約　QRコードを読み取りお申し込みください。

　　　　※当会ホームページからも予約可能です。

第４回 ドクター・スタッフ講習会
～シャープニング・ＳＲＰ実習～

日　時　11月25日（木）午後６時30分～９時「SRP（超音波スケーラー）編」

講　師　新田 浩 氏（東京医科歯科大学歯科総合診療部 教授）他

会　場　東京歯科保険医協会会議室

定　員　16名（対象：歯科衛生士・歯科医師）

　　　　※ご予約は１診療所につき２名様まで

　　　   ※ご好評につき、定員に達しました。　　　   ※ご好評につき、定員に達しました。

参加費　１名につき１０,０００円

予　約　キャンセル待ちのみ承っております。

　　　　QRコードを読み取りお申し込みください。

　　　　※FAX受付を希望の場合はご連絡ください。

新規開業医講習会
　緊急事態宣言が発令されたことで、新規個別指導の実施が延期されました。2019年開業

の先生方は、新規個別指導が概ね終了していますが、2020年以降に開業の先生方は、これ

から指導を迎えます。新規個別指導を終了した先生方は一様に「日頃から適切なカルテ記

載をしていてよかった」とおっしゃっています。コロナ禍で指導が先送りされている今こそ、

保険請求のルールについて学びましょう。

　新規開業医講習会は新規指導対策、カルテ記載の留意点などを解説する33年の歴史ある

講習会です。会員の先生だけがご参加できますが、未入会の先生も、これを機にご入会い

ただければご参加いただけます。ぜひ、お申し込みください。

日　時　12月５日（日） 午後０時～５時（予定）

講　師　協会講師団

会　場　TAP高田馬場（新宿区高田馬場１―31―18 高田馬場センタービル３F）

　　　　※WEB配信は予定していません。

交　通　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅（戸山口）」より徒歩２分

　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅（３番出口）」より徒歩４分

定　員　50名（会員のみ）

参加費　１３, ０００円（テキスト代を含む）

予　約　QRコードを読み取りお申し込みください。

　　　　※未入会の先生に関しましては、事前のご入会が必要です。

第３回 学術研究会
パーシャルデンチャーに強くなる理論と実践

　重老齢社会となった今、パーシャルデンチャーの需要はますます多くなっている。他方、

有病高齢者の増加やデジタル技術の発展に伴い歯学教育で学習すべき項目が増え、従来の

有床義歯のカリキュラムは縮小される一方であり、「義歯が苦手」という話もよく耳にする。

今回はパーシャルデンチャーの設計を中心に、その考え方と臨床での対応をわかりやすく実

践的に整理したい。日常臨床で役立つ引き出しを、少しでも増やせれば幸いである。

日　時　11月18日（木）午後７時～９時

講　師　谷田部 優 氏（千駄木あおば歯科 院長／東京医科歯科大学歯学部 臨床教授）

会　場　Zoomウェビナーを用いたライブ配信または東京歯科保険医協会会議室

　　　　（新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル ６Ｆ）

定　員　Zoomウェビナー 500名、協会会議室 18名（先着順）

参加費　無料（会員のみ ※未入会の場合はご入会が必要です）

予　約　QRコードを読み取りお申し込みください。

　　　　※11月11日（木）までにお申し込みをお願いいたします。

　　　　　期日を過ぎた場合は、ご予約いただけない可能性があります。

　　　　※当会ホームページからも予約可能です。

第２回歯初診・外来環・歯援診・か強診のための講習会
１日の講習で「歯初診（院内感染防止対策）」「外来環」「歯援診」「か強診」に対応した

修了証を取得できます。また、医療法で定められている年２回の医療安全講習会にも対応して

います。

内　容　在宅医療・介護等、歯科疾患の重症化予防に資する継続管理（口腔機能の管理を　

　　　　含む）、高齢者の心身の特性（認知症を含む）、院内感染防止、緊急時対応、医　

　　　　療事故、偶発症等

日　時　12月12日（日）午後１時～６時30分  

　　　　「歯初診、外来環、歯援診、か強診」午後１時～６時30分（予定）

　　　　「歯初診、外来環」午後４時～６時30分（予定）

講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 教授）

　　　　坂下 英明 氏（明海大学 名誉教授／朝日大学 客員教授／我孫子聖仁会病院

　　　　　　　　　　  口腔外科 センター長）

　　　　馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）

　　　　森元 主税 氏（東京歯科保険医協会 理事）

会　場　ワイム貸会議室高田馬場３Fまたは４F

　　　　４F…午後１時～６時30分「歯初診、外来環、歯援診、か強診」

　　　　３F…午後４時～６時30分「歯初診、外来環」

定　員　100名（定員数に限りがございますので、お早めに）

　　　　※代理の方の参加はできません。

　　　　※感染拡大防止の観点から、各会場において定員数を縮小しての開催となります。

参加費　「４つの施設基準対応」：８,０００円（修了証代込）

　　　　「外来環」「院内感染防止対策」のみ：５,０００円（修了証代込）

予　約　QRコードを読み取りお申し込みください。

　　　   ※当会ホームページからも予約可能です。

　　　　※遅刻・途中退室の場合は、修了証の発行はできません。

　　　　※修了証の発行は会員ご本人に限らせていただきます。

歯科心身症と思われる患者さんが来院した時の対応（仮題）
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「 認 知 」 と 「 口 腔 」の関係
医 科 領 域 と の連 携 が必要

日本補綴歯科学会と日本老年精神医学会「医科歯科連携-ＥＣＣＯ（エコ）プロジェクト」より

補
綴
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療
に
自
負
と
誇
り
を
持
つ

小 見出し

公益社団法人 日本補綴歯科学会 理事長

昭和大学歯科病院病院長

馬場 一美 氏
（ ば ば ・ か ず よ し ）    　   
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【研究企画推進委員会】

2021年6月現在
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石川智久 （熊本大）

内海 久美子 （砂川市立病院）
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眞鍋雄太 （神奈川歯科大）

【倫理・研究委員会】

医科歯科連携－ECCOプロジェクト
Medical-Dental collaboration: EExploratory research project 
on the CCorrelation between CCognitive and OOral function

歯科(補綴専門医）医科(認知症専門医）

代表： 佐々木 啓一

認知機能と口腔機能の相関に関するエビデンス

共創

超高齢社会における
健康長寿の延伸
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、
最
も
大
き
な
も
の
が

高
齢
化
で
す
。
超
高
齢
社
会
に

お
け
る
医
療
の
目
的
は
、
延
命

の
み
な
ら
ず
健
康
長
寿
の
実

現
、
つ
ま
り
長
く
な
っ
た
人
生

を
よ
り
よ
く
生
き
て
い
た
だ
く

こ
と
へ
と
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
こ
う
し
た
変
化
に
対
し
て

は
、
歯
科
も
含
め
た
医
学
界
全

体
で
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

―
―
次
に
「
認
知
症
」
と
「
口

腔
」
の
関
係
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

口
腔
の
健
康
を
維
持
す
る
こ

と
は
健
康
な
生
活
を
送
る
う
え

で
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
歯
を
失

う
方
が
増
え
ま
す
が
、
歯
を
失

う
こ
と
は
見
た
目
の
問
題
、
食

事
や
会
話
な
ど
の
日
常
的
な
機

能
が
障
害
を
受
け
る
な
ど
、
非

常
に
大
き
な
歯
科
的
な
問
題
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け

で
な
く
、
精
神
面
を
含
め
た
生

活
全
体
の
豊
か
さ
も
損
な
わ
れ

ま
す
。
加
齢
と
と
も
に
い
ろ
い

ろ
な
行
動
制
限
が
あ
る
中

で
、
友
人
と
会
っ
て
会
話
を
楽

し
む
こ
と
や
、
食
事
を
す
る
こ

と
な
ど
の
社
会
生
活
は
と
て
も

大
切
で
す
。
審
美
的
、
機
能
的

な
問
題
で
こ
う
し
た
社
会
生
活

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
稀
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
咀
嚼
機
能
を
維
持
す

る
こ
と
は
、
全
身
の
健
康
状
態

を
良
好
に
維
持
す
る
た
め
に
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
栄
養
状
態
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
が
良
く
な
り
ま
す
。
咀
嚼
す

る
と
脳
も
活
性
化
し
ま
す
。
実

験
動
物
モ
デ
ル
で
も
歯
が
欠
損

す
る
と
脳
機
能
の
低
下
が
起
こ

る
こ
と
や
、
臨
床
研
究
で
も
歯

の
欠
損
を
放
置
す
る
と
認
知
症

の
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と

か
、
認
知
機
能
の
低
下
が
起
こ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
歯
の
欠
損
が
あ

っ
て
も
補
綴
治
療
を
受
け
て
咀

嚼
機
能
を
回
復
し
て
い
る
と
認

知
症
の
発
症
率
が
低
い
、
あ
る

い
は
認
知
機
能
が
低
下
し
な
い

と
い
っ
た
研
究
成
果
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ

ら
の
研
究
は
口
腔
機
能
と
認
知

機
能
の
間
の
関
連
性
を
示
唆
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
歯
科
だ
け
で
認
知

症
や
、
認
知
機
能
に
関
連
し
た

問
題
を
掘
り
下
げ
て
議
論
す
る

こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
わ
れ
わ
れ
が
欠
損
歯
列
患

者
を
対
象
と
し
た
専
門
の
学
会

で
あ
る
よ
う
に
、「
認
知
症
」

患
者
を
専
門
的
に
診
て
い

る
、
あ
る
い
は
専
門
的
に
研
究

し
て
い
る
医
科
領
域
の
専
門
分

科
会
と
の
連
携
が
必
須
で

す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
初
め
て
口
腔
機
能
の
低
下

が
認
知
症
の
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ

ー
で
あ
る
か
ど
う
か
、
実
証
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
補
綴
治
療
の

波
及
効
果
を
世
の
中
に
示
す
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
意
味
で
、
日
本
老
年
精
神
医

学
会
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

実
現
し
た
こ
と
は
幸
運
で
し
た

が
、
こ
れ
に
は
東
北
大
学
の
佐

々
木
啓
一
教
授
、
岡
山
大
学
の

窪
木
拓
男
教
授
、
東
京
医
科
歯

科
大
学
の
笛
木
賢
治
教
授
を
は

じ
め
と
し
た
多
く
の
補
綴
学
会

会
員
の
多
大
な
ご
尽
力
が
あ
り

ま
し
た
。

　

歯
の
欠
損
に
よ
り
口
腔
の
形

態
や
機
能
が
障
害
を
受
け
、
生

活
の
質
が
損
な
わ
れ
る
こ
と

や
、
補
綴
治
療
に
よ
り
そ
れ
ら

を
改
善
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
臨
床
的
な
裏
づ
け
、
多
く

の
科
学
的
根
拠
が
蓄
積
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。
補
綴
治
療
に
よ

る
咀
嚼
機
能
を
は
じ
め
と
し
た

口
腔
機
能
を
回
復
・
維
持
す
る

こ
と
が
、
さ
ら
に
そ
の
波
及
効

果
と
し
て
、
認
知
機
能
を
維
持

す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
こ
と

が
実
証
で
き
れ
ば
、
国
民
の
口

腔
健
康
、
あ
る
い
は
補
綴
治
療

に
対
す
る
認
識
も
変
わ
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

―
―
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今

後
ど
の
よ
う
な
形
に
し
て
い
き

ま
す
か
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
段
階

と
し
て
、
ま
ず
は
日
本
老
年
精

神
医
学
会
の
認
知
症
専
門
医
と

補
綴
学
会
の
会
員
を
対
象

に
、「
口
腔
機
能
」
と
「
認
知

機
能
」
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

の
認
識
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
て
、
段
階

―
―
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
意
味
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、「M

edical-D
ental 

―
―
理
事
長
に
就
任
さ
れ
た
際

に
お
話
し
さ
れ
た
「
補
綴
の
矜

持
（
き
ょ
う
じ
）」
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
補
綴
の
矜
持
」
と
は
、「
日

本
補
綴
歯
科
学
会
」「
歯
科
補

綴
学
」
の
「
矜
持
」
と
い
う
こ

と
で
、
第
37
代
理
事
長
の
市
川

哲
雄
先
生
が
理
事
長
就
任
時
に

初
め
て
示
さ
れ
ま
し
た
。
当
学

会
は
１
９
３
３
年
に
発
足

し
、
歯
学
と
歯
科
医
療
の
中
核

を
な
す
学
術
団
体
と
し
て
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

わ
れ
わ
れ
が
先
輩
方
か
ら
受
け

継
い
で
き
た
、
歯
の
欠
損
に
よ

っ
て
損
な
わ
れ
た
、
口
腔
の
形

態
と
機
能
の
回
復
・
維
持
に
つ

い
て
最
終
的
に
責
任
を
担
う
の

が
補
綴
で
あ
る
と
い
う
、
自
負

と
誇
り
か
ら
発
し
た
も
の
で

す
。
私
た
ち
日
本
補
綴
歯
科
学

会
は
、
学
術
活
動
を
通
し
て
国

民
の
健
康
の
向
上
に
寄
与
し
な

―
―
模
型
レ
ス
の
フ
ル
デ
ジ
タ

ル
化
に
つ
い
て
は
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
、
急

速
に
歯
科
医
療
は
進
化
し
て
い

ま
す
。
私
ど
も
昭
和
大
学
の
補

綴
外
来
で
は
、
基
本
的
に
シ
ン

グ
ル
の
ク
ラ
ウ
ン
、
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
上
部
構
造
と
も
に
フ
ル
デ

ジ
タ
ル
で
製
作
し
、
模
型
は
使

用
し
ま
せ
ん
。
模
型
を
作
る
手

間
や
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
で

す
し
、
場
所
も
と
り
ま
せ
ん
。

す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
の
ワ
ー
ク
フ

ロ
ー
で
製
作
す
れ
ば
、
治
療
過

程
か
ら
最
終
補
綴
装
置
の
形
態

ま
で
の
デ
ー
タ
を
容
易
に
保
持

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

を
ア
ナ
ロ
グ
で
キ
ー
プ
し
よ
う

と
思
う
と
、
保
管
場
所
の
問
題

が
出
て
き
ま
す
。

　

画
像
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
放
射
線
科
の
分
野
で
進
ん
で

お
り
、
デ
ン
タ
ル
や
パ
ノ
ラ

マ
、
Ｃ
Ｔ
撮
影
が
す
べ
て
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
・

フ
ィ
ル
ム
は
す
べ
て
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
に
置
き
換
わ
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
補
綴
領
域
で

は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
フ
ィ
ル
ム

が
「
石
膏
模
型
」
に
あ
た
り
、

Ｃ
Ｔ
の
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
デ
ー
タ
が

「
Ｓ
Ｔ
Ｌ
デ
ー
タ
」
に
相
当
し

ま
す
。
模
型
を
保
存
し
て
お
け

ば
、
補
綴
治
療
後
に
何
ら
か
の

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
場
合
に
使

用
で
き
た
り
、
長
期
的
な
管
理

を
す
る
う
え
で
参
考
に
し
た
り

で
き
ま
す
が
、
模
型
を
保
持
す

る
た
め
に
は
そ
れ
相
当
の
場
所

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
現
実
的
に
は
、
す
べ
て
の

模
型
を
長
期
的
に
保
持
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
す
。
し
か
し
、

模
型
の
Ｓ
Ｔ
Ｌ
デ
ー
タ
で
あ
れ

ば
、
そ
う
し
た
問
題
が
な
く
な

り
ま
す
。

　

フ
ル
デ
ジ
タ
ル
で
模
型
を
使

用
せ
ず
補
綴
装
置
を
製
作
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
ク
ラ
ウ
ン
が
脱
離
し
た

り
、
破
折
し
て
再
製
作
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
で
も
、
保
存
さ

れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
使
え

ば
、
最
小
限
の
手
間
で
再
製
作

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
と

同
じ
こ
と
が
パ
ー
シ
ャ
ル
デ
ン

チ
ャ
ー
や
、
も
っ
と
大
き
な
補

綴
装
置
で
も
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
も
っ
と
言
う
と

「
若
い
頃
は
こ
ん
な
歯
だ
っ

た
」
と
い
う
の
は
よ
く
聞
く
フ

レ
ー
ズ
で
す
が
、
デ
ー
タ
を
残

し
て
お
け
ば
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
ク
ラ
ウ
ン
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

と
き
、
そ
の
デ
ー
タ
を
使
用
し

て
「
若
い
頃
」
の
形
態
を
再
現

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

―
―
近
未
来
的
な
魅
力
あ
る
お

話
で
す
ね
。

　

歯
科
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
活

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
だ

歴
史
が
浅
い
の
で
、
今
後
の
課

題
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

模
型
を
使
用
し
な
く
て
済
む
フ

ル
デ
ジ
タ
ル
で
の
ワ
ー
ク
フ
ロ

ー
は
普
及
し
つ
つ
あ
る
し
、
多

―
―
歯
科
治
療
の
ビ
ッ
ク
デ
ー

タ
、
Ａ
Ｉ
と
は
。

　

例
え
ば
、
保
険
収
載
さ
れ
て

い
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
を
製

作
す
る
際
に
は
、
作
業
用
模
型

を
技
工
用
の
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
ス

キ
ャ
ン
し
ま
す
の
で
、
支
台
歯

の
Ｓ
Ｔ
Ｌ
デ
ー
タ
が
生
成
さ
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
ク

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
も
当
学
会
で
は
、
学
術
大

会
を
は
じ
め
、
学
会
誌
の
発
行

な
ど
を
通
じ
て
、
情
報
発
信
を

行
っ
て
お
り
、
特
に
当
学
会
の

英
文
雑
誌
「J

o
u

rn
a

l o
f

P
r
o

s
th

o
d

o
n

tic 

R
e

s
e

a
r
c

h

」（
江
草

宏
編
集
長
・
東
北
大
学
教
授
）

は
、
自
然
科
学
や
社
会
科
学
の

学
術
雑
誌
が
各
分
野
内
で
持
つ

相
対
的
な
影
響
力
の
大
き
さ
を

―
―
日
本
補
綴
歯
科
学
会
の
目

指
す
先
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　
「
補
綴
の
矜
持
」
に
戻
り
ま

す
が
、
国
民
の
た
め
に
最
先

端
、
合
理
的
な
診
療
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
の
ク
ラ
ウ
ン
な
ど
も
そ

う
で
す
が
、
行
政
、
歯
科
業
界

と
一
体
に
な
っ
て
努
力
し
て
き

ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
流
れ

の
中
で
、
診
療
の
合
理
化
を
図

っ
て
お
り
、
モ
デ
ル
（
模
型
）

レ
ス
、
フ
ル
デ
ジ
タ
ル
と
い
う

方
向
に
向
か
っ
て
進
め
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
使
っ
た
診
療
に
移

行
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
補
綴
診
療
は
一
つ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な

治
療
の
中
か
ら
患
者
さ
ん
に
最

適
な
も
の
、
患
者
の
希
望
に
あ

っ
た
も
の
を
選
ん
で
や
れ
る
臨

床
判
断
と
臨
床
技
術
を
持
っ
て

い
る
の
が
補
綴
の
専
門
医
だ
と

思
い
ま
す
。

―
―
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
、

座
右
の
銘
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

　

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
エ
リ
オ
ッ
ト

の
「P

e
rse

ve
ra

n
c
e
 is 

no
t a lo

ng race; It's 

m
a
n
y
 s

h
o

rt ra
c
e
s 

o
ne after ano

ther

」
で

す
。「
忍
耐
力
と
は
長
距
離
を

走
る
力
で
は
な
い
、
短
い
距
離

を
繰
り
返
し
全
力
で
走
り
き
る

こ
と
」
と
い
う
意
味
だ
と
勝
手

に
解
釈
し
て
い
ま
す
。
長
期
的

な
目
標
設
定
は
必
須
で
す

し
、
必
ず
立
て
ま
す
が
、
そ
こ

に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
細
分
化

さ
れ
た
短
期
的
な
目
標
を
立

―
―
ご
趣
味
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

趣
味
は
ゴ
ル
フ
で
す
が
、
映

画
も
好
き
で
す
。
好
き
な
作
品

は
ポ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
と
ロ

バ
ー
ト
・
レ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
が

共
演
し
た
「
ス
テ
ィ
ン
グ
」
で

す
。
あ
と
は
「
プ
リ
テ
ィ
・
ウ

ー
マ
ン
」
が
好
き
で
す
。
私
の

留
学
先
は
ア
メ
リ
カ
の
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
で
、
ア
パ
ー
ト
が
あ
の

映
画
の
舞
台
と
な
っ
た
ホ
テ
ル

的
に
共
同
研
究
を
進
め
て
い

き
、
最
終
的
に
は
臨
床
研
究
を

実
施
し
、
両
者
の
因
果
関
係
を

実
証
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
当
学
会
で
は
、
本
件
を
所

掌
と
す
る
研
究
企
画
推
進
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
東
京

医
科
歯
科
大
学
の
笛
木
教
授
を

中
心
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

歯
科
に
も
Ｄ
Ｘ
の
流
れ 
仕
組
み
と
法
改
正
が
課
題

測
る
指
標
と
い
わ
れ
る
「
イ
ン

パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
」
が
４
点

を
超
え
、
補
綴
系
の
専
門
学
術

雑
誌
で
世
界
の
ト
ッ
プ
ジ
ャ
ー

ナ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歯
科
補
綴
治
療
に
関

連
す
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
、
光

学
印
象
、
接
着
な
ど
新
し
い
治

療
技
術
に
つ
い
て
も
学
術
面
か

ら
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
に
つ
い

て
は
、
新
規
材
料
を
含
め
た
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
の
導
入
と

普
及
の
た
め
に
多
く
の
当
学
会

会
員
が
尽
力
し
て
来
ま
し

た
。
一
部
条
件
つ
き
で
す
が
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
歯
に
高
品
質
の

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
ク
ラ
ウ
ン
が

保
険
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
国
際
的
に
も
ほ
か
に
例
が

な
く
、
誇
る
べ
き
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

ラ
ウ
ン
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
す
の

で
、
ク
ラ
ウ
ン
の
形
態
デ
ー
タ

も
生
成
さ
れ
、
こ
れ
も
Ｓ
Ｔ
Ｌ

デ
ー
タ
で
す
。
日
常
的
、
自
動

的
に
こ
う
し
た
支
台
歯
の
形

態
、
ク
ラ
ウ
ン
の
形
態
の
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
せ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
し
て
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を

使
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
現
状
で
は
こ
う

し
た
デ
ー
タ
が
各
歯
科
技
工
所

や
歯
科
診
療
所
に
離
散
し
て
お

り
、
統
括
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
構
成
す
る
た

め
に
は
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を

安
全
に
収
集
・
統
合
す
る
仕
組

み
を
作
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
の
デ
ー
タ
は
大
き

す
ぎ
る
た
め
、
デ
ー
タ
保
存
・

処
理
の
た
め
に
何
ら
か
の
前
処

置
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
い
く
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

進
化
し
て
も
、
現
状
の
デ
ー
タ

サ
イ
ズ
で
は
上
手
く
稼
働
し
ま

せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報

の
問
題
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

解
決
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま

く
の
臨
床
家
が
す
で
に
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
保
存
し
た
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
を
う
ま
く
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
矯
正
分
野
で
は
歴

史
的
に
模
型
を
し
っ
か
り
と
記

録
と
し
て
残
し
て
、
時
系
列
で

治
療
過
程
を
追
う
こ
と
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
が
運
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
一
方
で
模
型
を
保
存

す
る
場
所
が
問
題
で
し
た
。
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
す
る
こ
と
で

そ
う
し
た
問
題
が
解
決
さ
れ
て

い
ま
す
。
補
綴
で
も
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
基
盤
型
補
綴
治
療
と
呼
び

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
有
効
活
用
が

進
む
こ
と
は
確
実
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
先
に
は
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
、
Ａ
Ｉ
が
あ
り
ま
す
。

の
近
く
で
、
両
親
が
訪
れ
た
と

き
に
は
そ
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ

た
の
で
、
部
屋
に
も
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
古
式
豊
か
な
素
敵
な

部
屋
で
し
た
。

―
―
本
日
は
貴
重
な
お
時
間
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
切
な
の
は
短
期
目
標
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
忍
耐
力

歯 科 医 療 の歯 科 医 療 の

可 能 性 を 探 る可 能 性 を 探 る

c
o

lla
b

o
r

a
tio

n

：

E
x

plo
rato

ry research 

p
r

o
je

c
t　

o
n

 
th

e 

C
o

rrelatio
n betw

een 

C
o

g
n

itive
 a

n
d

 O
ra

l 

fu
n

c
tio

n

」
の
頭
文
字
か

ら
作
り
ま
し
た
。
日
本
語
で
は

「
医
療
と
歯
科
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
：
探
索
的
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト　

認
知
機
能
と
口
腔
機

能
の
相
関
に
つ
い
て
」
と
い
う

意
味
で
す
。

て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
全
力
で

走
る
こ
と
、
そ
れ
を
繰
り
返
す

こ
と
で
目
標
が
達
成
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

り
ま
す
。

（ 7） （ 6）第６２０号 第６２０号２０２１年（令和３年）１１月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （毎月１回１日発行）（第三種郵便物認可） ２０２１年（令和３年）１１月１日 （第三種郵便物認可）
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会員数　5,926 人

会費（月額）正会員 4,000 円 4,000 円

準会員 2,500 円

入会金

☎０３（３２０５）２９９９

お電話またはホームページの資料請求フォームに

必要事項を入力のうえ、送信してください

2021年 10月 1日現在

資料請求フォームはこちら

https://www.facebook.com/tokyoshikahokeni

東京歯科保険医協会は SNS でも歯科情報を
発信しています。

保
険
医
年
金

グ
ル
ー
プ
生
命
保
険

保
険
医
年
金

お
申
し
込
み

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共
済
部
長　

川
戸
二
三
江

　

今
秋
も
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
伴
い
、
多
く
の
先
生
方
に
ご

加
入
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
、
加
入
日
・
振
替
等

に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
生
命
保
険

加
入
日
、
保
障
開
始
日
・
・
・
12
月
１
日

初
回
掛
金
振
替
日　
　

・
・
・
11
月
25
日

加
入
者
証
の
送
付　
　

・
・
・
1
月
下
旬

加
入
日　
　
　
　
　
　

・
・
・
１
月
１
日

初
回
掛
金
振
替
日　
　

・
・
・
月
払
の
場
合
は
12
月
27
日

　
　
　
　

一
時
払
の
場
合
は
12
月
15
日
ま
で
に
振
込　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
一
時
払
振
込
案
内
は
11
月
下
旬
郵
送
）

加
入
者
証
の
送
付　
　

・
・
・
２
月
下
旬

※
各
制
度
と
も
掛
金
は
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
。

〇
保
険
医
年
金
積
立
金
の
お
知
ら
せ

　

毎
年
10
月
下
旬
か
ら
、
保
険
医
年
金
の
積
立
金
の
お
知
ら
せ

を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
も
印
刷

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
切
り
取
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〇
第
二
休
業
保
障
制
度
（
所
得
補
償
保
険
）

２
０
２
０
年
８
月
１
日
〜
２
０
２
１
年
８
月
１
日
ま
で

の
間
に
お
怪
我
や
ご
病
気
が
な
か
っ
た
加
入
者
へ
「
無
事
故
戻

し
保
険
料
」
を
10
月
末
頃
に
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
同
じ
く
、

新
し
い
加
入
者
証
と
控
除
証
明
書
を
㈱
ア
サ
カ
ワ
保
険
事
務
所

か
ら
送
付
い
た
し
ま
す
。

〇
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険

　

控
除
証
明
書
送
付
の
ご
希
望
を
お
申
し
出
い
た
だ
い
た
先
生

に
は
、
12
月
中
に
、
控
除
証
明
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。一
度
お
申
し
出
の
あ
り
ま
し
た
先
生
は
、
翌
年
以
降
も
自

動
的
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険

　

税
法
上
、
生
命
保
険
契
約
で
は
な
い
た
め
生
命
保
険
料
控
除

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

※
現
在
、
２
０
２
２
年
４
月
１
日
加
入
の
申
込
受
付
期
間　

　

で
す
。
加
入
ご
希
望
の
先
生
は
お
早
め
に
協
会
共
済
部
ま
で

   

ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
☎
０
３
―
３
２
０
５
―
２
９
９
９
）。

10
月
７
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
「
歯
科
医
療
提
供
体
制

等
に
関
す
る
検
討
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
検
討
会

は
、
第
１
回
（
２
月
19
日
）、

第
２
回
（
６
月
２
日
）、
第
３

回
（
７
月
29
日
）
に
開
催
さ

れ
て
お
り
、
今
回
の
検
討
会

は
第
４
回
の
開
催
で
す
。
主
に

「
あ
る
べ
き
歯
科
医
師
像
と
か

か
り
つ
け
歯
科
医
の
機
能
・
役

割
」
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
歯
科
医
師
に
と
っ
て

重
要
な
将
来
の
歯
科
保
健
医
療

の
提
供
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
議
論
は
、
社
会
保

　

あ
る
べ
き
歯
科
医
師
像
と

　

か
か
り
つ
け
歯
科
医
の
機
能
・
役
割

教えて！教えて！

会長!!  Vol.会長!!  Vol.5252

障
制
度
の
あ
り
方
に
も
通
じ
、

次
期
診
療
報
酬
改
定
に
も
影
響

す
る
と
考
え
ら
れ
、
当
会
も
同
検

討
会
の
議
論
に
高
い
関
心
を
持

っ
て
注
視
し
て
い
ま
す
。　

　
厚
生
労
働
省
で
歯
科
医
療

の
提
供
体
制
に
関
し
て
、
定

期
的
に
検
討
会
が
開
か
れ
て

い
る
そ
う
で
す
ね
。

こ
の
検
討
会
の
目
的
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）

12
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
歯
科

保
健
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い

て
、
高
齢
化
の
進
展
や
歯
科
保

健
医
療
の
需
要
の
変
化
を
踏
ま

え
、
こ
れ
か
ら
の
歯
科
保
健
医

療
の
提
供
体
制
に
つ
い
て
、
歯

科
医
療
従
事
者
な
ど
が
目
指
す

べ
き
姿
を
提
言
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
身
は
、
地
域
完
結
型
歯
科

保
健
医
療
の
提
供
の
た
め
、「
あ

る
べ
き
歯
科
医
師
像
と
か
か
り

つ
け
歯
科
医
の
機
能
・
役
割
」

「
歯
科
疾
患
予
防
策
」「
具
体

的
な
医
科
歯
科
連
携
方
策
」

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
歯
科
医
療
機
関
な
ど
の

役
割
」
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
２
０
１
７
年
に
「
歯
科

保
健
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
ま
と

め
ら
れ
た
提
言
は
、
そ
の
後
、

少
子
高
齢
化
な
ど
の
わ
が
国
の

将
来
を
考
慮
す
る
と
、
高
齢
化

に
よ
る
医
療
の
需
要
拡
大
へ
の

対
応
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
少

す
る
中
で
の
地
域
医
療
の
確
保
、

健
康
寿
命
の
延
伸
へ
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

と
さ
れ
、
歯
科
保
健
医
療
の
提

供
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
改
め

て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
検
討
会
が
議
論
す
る
論
点

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

歯
科
医
療
提
供
体
制
等
に
関

す
る
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
以

下
①
〜
⑦
の
論
点
お
よ
び
「
歯

科
医
療
提
供
体
制
等
事
業
」
に

お
け
る
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
つ

つ
、
具
体
的
に
議
論
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
歯
科
医
療
提
供
体
制

に
つ
い
て
は
、
①
歯
科
疾
患
の

予
防
、
重
症
化
予
防
の
推
進
と

か
か
り
つ
け
歯
科
医
の
役
割
、

②
歯
科
医
療
機
関
の
機
能
分
化

と
連
携
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医

の
機
能
、
③
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
お
け
る
歯
科

の
役
割
（
食
べ
る
機
能
の
維
持

・
回
復
へ
の
支
援
）、
他
の
関

係
職
種
（
医
療
・
介
護
）
と
の

連
携
、
要
介
護
高
齢
者
な
ど
へ

の
在
宅
歯
科
医
療
の
推
進
な

ど
、
④
地
域
に
お
け
る
障
が
い

者
（
障
が
い
児
）
へ
の
歯
科
医

療
提
供
体
制
、
⑤
行
政
の
取
り

組
み
―
等
で
す
。

　

次
い
で
歯
科
専
門
職
の
需
給

に
つ
い
て
は
、
⑥
今
後
の
歯
科

医
療
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
歯

科
医
師
の
需
給
、
⑦
今
後
の
歯

科
衛
生
士
の
業
務
の
あ
り
方
と

需
給
―
で
す
。

　

今
後
の
歯
科
医
療
提
供
体
制

の
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
歯

科
医
療
提
供
体
制
に
関
す
る
議

論
に
関
し
て
は
進
捗
状
況
に
よ

り
、
必
要
に
応
じ
て
開
催
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
２
０
２
２

年
（
令
和
４
年
）
３
月
ご
ろ
ま

で
に
新
た
な
歯
科
保
健
医
療
ビ

ジ
ョ
ン
を
と
り
ま
と
め
る
見
込

み
で
す
。
歯
科
医
師
、
歯
科
衛

生
士
の
需
給
に
関
す
る
議
論
は
、

歯
科
医
療
提
供
体
制
に
関
す
る

議
論
の
状
況
を
み
つ
つ
、
２
０

２
２
年
３
〜
４
月
ご
ろ
に
検
討

会
を
開
催
す
る
方
向
で
す
。

　

歯
科
技
工
士
の
業
務
の
あ
り

方
と
需
給
に
つ
い
て
は
、
別
途

議
論
を
行
う
場
で
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
９
月
30
日
に

第
１
回
歯
科
技
工
士
の
業
務
の

あ
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
が

開
催
さ
れ（
３
面
）、
歯
科
技
工

所
の
業
務
形
態
改
善
に
つ
い

て
、「
歯
科
技
工
所
に
お
け
る
テ

レ
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
」「
歯
科
技

工
所
間
の
連
携
の
あ
り
方
」
等

を
議
論
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
開
催
回
数
を
重
ね
、
議
論

が
あ
る
程
度
進
ん
だ
段
階
で
、

歯
科
技
工
士
に
関
す
る
検
討
会

の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
開
業
医
の
立
場
か
ら
は
、

「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」
が

気
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
の
「
か
か
り
つ
け
歯

科
医
」
は
、
保
険
制
度
上
で
の

限
定
的
な
「
か
か
り
つ
け
歯
科

医
機
能
強
化
型
歯
科
診
療
所

（
か
強
診
）」
を
直
接
的
に
は

議
論
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
通

常
、「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」

は
、
患
者
側
か
ら
み
て
「
定
期

的
に
歯
科
健
診
を
受
け
る
な

ど
、
自
分
の
歯
や
口
の
状
態
を

管
理
し
て
く
れ
て
い
る
歯
科

医
」「
困
っ
た
時
に
診
て
く
れ

る
歯
科
医
」
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
行
政
側
が
示
し
て

い
る
「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」

と
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
推
進
を
前
提
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
歯
科
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
時
間
帯
、

場
所
、
年
齢
が
変
わ
っ
て
も
、

切
れ
目
な
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
」「
患
者
が
求
め
る
ニ

ー
ズ
に
き
め
細
や
か
に
、安
心
、

安
全
な
歯
科
保
健
医
療
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
背
景
と

し
て
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
自

体
を
評
価
す
る
の
で
は
な
く
機

能
を
評
価
す
る
と
し
、
歯
周
病

安
定
期
治
療
（
Ⅱ
）（
Ｓ
Ｐ
Ｔ

（
Ⅱ
））、
エ
ナ
メ
ル
質
初
期
う

蝕
管
理
加
算
な
ど
を
行
政
誘
導

と
し
て
用
い
、
多
数
の
施
設
基

準
を
満
た
す
医
療
機
関
を
「
か

強
診
」
と
し
て
評
価
し
て
い
ま

す
。「
か
強
診
」
は
、
そ
の
施

設
基
準
か
ら
、
複
数
回
の
在
宅

歯
科
診
療
を
行
い
、
積
極
的
に

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
参

画
す
る
歯
科
医
療
機
関
に
対
し

て
の
評
価
と
い
え
ま
す
。

　

現
在
、
中
医
協
に
お
い
て
、

こ
の
「
か
強
診
」
の
現
状
、
特

に
訪
問
診
療
の
実
績
の
要
件
が

低
い
こ
と
に
対
し
て
疑
問
視
す

る
発
言
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
か
強
診
」、
そ
し

て
「
か
強
診
」
以
外
の
「
か
か

り
つ
け
歯
科
医
」
が
行
う
長
期

管
理
に
つ
い
て
、
次
期
診
療
報

酬
改
定
で
何
ら
か
の
措
置
を
講

じ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
国
民

側
・
歯
科
側
の
双
方
に
と
っ
て

よ
り
良
い
改
定
に
な
る
こ
と
を

強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

　
　
　
　
　

会
長　

坪
田
有
史

改
定
情
報
の
早
い
発
信
を

　

協
会
は
10
月
22
日
、
レ
セ

プ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
メ
ー

カ
ー
と
の
懇
談
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

方
式
で
開
催
し
、
８
社
が
参

加
、
協
会
か
ら
は
坪
田
有
史

会
長
、
社
保
・
学
術
部
部
長

の
本
橋
昌
宏
理
事
ら
が
出
席

し
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の

指
導
の
状
況
や
、
会
員
か
ら

協
会
へ
寄
せ
ら
れ
て
い
る
レ

セ
プ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

関
す
る
疑
問
、
要
望
に
つ
い

て
紹
介
し
た
。

　

懇
談
の
中
で
は
、
診
療
報

酬
改
定
、
歯
科
用
貴
金
属
の

随
時
改
定
、
お
よ
び
磁
性
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
な
ど
の
期
中

収
載
に
対
応
す
る
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
更
新
に
関
す
る
意

見
が
多
く
出
さ
れ
た
。
特

に
、
診
療
報
酬
改
定
時
の
レ

セ
プ
ト
の
記
載
要
領
や
、
期

中
収
載
に
関
す
る
通
知
が
直

前
に
発
出
さ
れ
る
な
ど
し
て

お
り
、
で
き
る
限
り
厚
生
労

働
省
に
は
早
い
情
報
提
供
を

求
め
る
意
見
が
複
数
の
メ
ー

カ
ー
か
ら
出
さ
れ
た
。

　

協
会
は
、
レ
セ
コ
ン
メ
ー

カ
ー
の
声
、
今
後
の
厚
労
省

へ
の
要
望
な
ど
に
つ
な
げ

る
。
引
き
続
き
、
対
応
を
注

視
し
て
い
く
。

第第
1111
回
レ
セ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
懇
談
会

回
レ
セ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
懇
談
会
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月日 部位 療法・処置 点数

再診

快韓快
廓格廓

歯周精密検査 検査結果 略 注①

全顎 済み。患竃 以外のポケットは 未満に改善。 ／

患頬側･遠心、感近心は のポケットと排膿を認める。 ／

歯周病患者画像活用指導料 写真５枚 注②

歯科疾患管理料

ＦＯｐを行う必要性、歯周組織再生のためリグロス歯 ／

科用液キットを使用することを説明、同意を得た。 ／

歯周基本治療処置（ ）

再診

患竃 浸麻（ＯＡ＋歯科用キシロカインＣ ） 注③

歯肉剥離掻爬手術（ＦＯ ） ×

手術時歯根面レーザー応用加算 注④ ＋ ×

リグロス歯科用液キット600μg 注⑤

患遠心と感近心に、 壁性の垂直性骨欠損を認める。 ／

歯肉剥離を行いレーザー照射にてデブライトメント。 ／

リグロス歯科用液を根面に塗布し、 針縫合。 ／

歯周パック貼付（サージカルパック口腔用）。 ／

暫間固定（線結紮法） ／

処方箋 一般名処方加算１ ＋

頓 ジクロフェナクＮａ錠 ｍｇ 回 錠 回分 ／

内 セフカペンピボキシル塩酸塩水和物 ｍｇ ／

日 錠 日分 ／

再診

患竃 腫脹（＋＋）出血（±）自発痛（＋） （ ） ／

再診

患竃 腫脹（＋）出血（－）自発痛（±） （ ） ／

再診

患竃 腫脹（＋）出血（－）自発痛（－） （ ） ／

再診

患竃 腫脹（－）出血（－）自発痛（－） （ ）抜糸 ／

暫間固定除去（線結紮法）

ＦＯｐと同時にリグロス歯科用液キット（ 年 月 日より保険

適用 を使用した場合の算定方法を解説する。

患者： 歳・男性

主訴：歯がぐらぐらする

所見：全顎的な歯周病により歯周初期治療を行い、患竃以外の部位

は改善。患竃はエックス線所見にて垂直的な骨欠損を認める。

傷病名：患竃 Ｐ３ Ｐ２

施設基準：歯初診 手術歯根

《解説》

注① 歯周外科手術に当たっては、歯周精密検査（P精検）を実施する。

P精検は、①４点以上の歯周ポケット測定、②プロービング時の出血の

有無、③歯の動揺度及び④プラークチャートを用いてプラークの付着状

況の4項目の検査をした場合に算定できる。

検査結果はカルテに記載するか、検査結果が分かる記録をカルテに添

付する。

注② 歯周病患者画像活用指導料は、歯周病に罹患している患者に対

して歯周基本検査、P精検、混合歯列期歯周病検査を実施する場合にお

いて、継続的な管理を行うに当たって必要な口腔内写真を撮影し、患者

又はその家族などに対し療養上必要な指導を行った場合に算定する。

２枚以上撮影した場合は、２枚目から１枚につき10点を所定点数に加

算し、１回につき５枚に限り算定する。撮影した口腔内カラー写真は、診

療録に添付又はデジタル撮影した画像を電子媒体に保存する。

注③ 歯周外科手術の浸麻に用いた麻酔薬剤料は、別に算定できる。

注④ 施設基準を届け出た保険医療機関において、ＦＯｐまたはGTRに

際して、レーザー照射により手術対象歯の歯根面の歯石除去等を行っ

た場合、手術時歯根面レーザー応用加算60点を、ＦＯｐまたはGTRに加

算する。 なお、レーザー照射は、手術において明視下で蒸散により歯

根面の歯石除去が可能として保険適用となっているものに限る。

【【手手術術時時歯歯根根面面レレーーザザーー応応用用加加算算（（手手術術歯歯根根））のの施施設設基基準準】】

注⑤ リグロス歯科用液キットは、添付文書より、ポケットの深さが4㎜以

上で骨欠損の深さが3㎜以上の垂直性骨欠損が対象となる。また、ＦＯp

と同時に使用した場合に、別途薬剤料として、手術の所定点数に合算し

て算定することができる。

【【リリググロロスス歯歯科科用用液液キキッットトのの点点数数】】

・リグロス歯科用液キット600μg 1キット 2,105点

・リグロス歯科用液キット1200μg 1キット 2,832点

注⑥ なお、本症例とは異なるが、FＯｐと同時に骨の再生を図るため、

骨欠損部に骨移植術を行った場合、移植骨片を口腔内から採取したとき

は、自家骨移植・簡単なもの1,780点が算定できる。

また、人工骨を骨欠損部位に填入した場合には、1歯につき人工骨填

入加算110点と使用した人工骨の点数を算定できる。

【特特定定保保険険医医療療材材料料のの人人工工骨骨のの点点数数】】

＊＊実実態態にに即即ししててごご請請求求くくだだささいい＊＊

麻酔薬 1本 ２本

OA+オーラ注歯科用カートリッジ1.0ml 9点 16点

OA+オーラ注歯科用カートリッジ1.8ml 10点 17点

OA+キシレステシン注射液 10点 18点

OA+歯科用キシロカインカートリッジ 10点 18点

OA+スキャンドネストカートリッジ3％ 16点 25点

OA+歯科用シタネスト-オクタプレシンカートリッジ 10点 17点

レーザー治療に係る専門知識および３年以上の経験を有する歯科医師
が１名以上いること

ＦＯp又はＧＴＲにおいて、レーザー照射により当該手術の対象歯の歯根
面の歯石除去を行うことが可能なレーザー機器を備えていること

ＧＴＲについて手術歯根を行う場合は、GTRの届出を行った保険医療機
関であること

形状 単位 点数

非
吸
収
型

顆粒・フィラー 1ｇあたり 639点

多孔体 1mlあたり 1,320点

形状武賦型 1mlあたり 1,500点

快恢悔快
廓格劃廓

歯歯肉肉剥剥離離掻掻爬爬手手術術（（ＦＦＯＯｐｐ））時時にに
リリググロロススをを併併用用ししたた症症例例

（ 9） 第６２０号 ２０２１年（令和３年）１１月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



連
載
／
私
の
目
に
映
る
歯
科
医
療
界

連
載
／
私
の
目
に
映
る
歯
科
医
療
界 

⑧⑧

　

東
洋
経
済
新
報
社

　

編
集
局
報
道
部
記
者

大
西

富
士
男

歯科口腔保健法歯科口腔保健法1010年の成果と課題年の成果と課題
医科と共同戦線組み歯の健康予防前進を

１
、
検
診
率
の
ア
ッ
プ
な
ど

　
　
　
　

法
律
の
成
果
は
道
半
ば
の
状
況

　

歯
科
口
腔
保
健
法
は
歯
科
口

腔
保
健
の
推
進
に
的
を
絞
っ
た

法
律
と
し
て
は
本
邦
初
で
、
コ

ン
セ
プ
ト
も
歯
科
疾
患
の
事
前

予
防
を
通
じ
て
最
終
的
に
国
民

の
健
康
格
差
の
縮
小
を
目
指
す

と
い
う
、
あ
る
意
味
、
歯
科
医

療
界
だ
け
で
な
く
、
国
民
に
と

っ
て
も
画
期
的
な
法
律
の
誕
生

だ
っ
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
目
標
実
現
の

た
め
に
関
連
知
識
等
の
普
及
啓

発
、
定
期
的
な
歯
科
検
診
の
推

奨
、
予
防
措
置
、
調
査
・
研
究

の
推
進
な
ど
の
施
策
を
組
み
込

む
形
に
な
っ
て
お
り
、
歯
科
医

療
界
の
期
待
も
大
き
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
現
時
点
で
は
手
放

し
で
成
功
と
は
い
え
な
い
。
確

か
に
こ
の
法
律
と
同
時
並
行
で

進
む
、
い
わ
ゆ
る「
８
０
２
０

運
動
」
の
成
果
も
あ
っ
て
、
高

齢
者
に
お
け
る「
歯
の
健
康
」
の

改
善
効
果
は
出
て
い
る
。
80
〜

２
０
２
１
年
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
始

動
か
ら
60
年
目
、「
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、｢

歯
科
口
腔
保

健
法
）」
の
制
定
か
ら
10
年
の
節
目
の
年
で

あ
っ
た
が
、
果
た
し
て
こ
の
10
年
の
間
に
、

歯
科
口
腔
保
健
法
は
十
分
な
成
果
が
上
が

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
や
政
治
の
激
変
に
紛
れ
て
、
こ
の
検

証
は
す
っ
か
り
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

84
歳
で
の
平
均
残
歯
数
は
２
０

１
１
年
の
12
・
２
本
か
ら
16
年

に
は
15
・
３
本
に
増
え
た
。
し

か
し
、
そ
れ
で
も
北
欧
ス
ウ
エ

ー
デ
ン
な
ど
の
先
進
国
の
水
準

と
比
べ
れ
ば
、
ま
だ
追
い
つ
い

て
い
な
い
。

　

本
紙
本
年
９
月
号（
第
６
１

８
号
）
本
欄
で
も
指
摘
を
し
た

が
、
高
齢
者
の
歯
科
治
療
ニ
ー

ズ
は
高
い
が
、
そ
れ
に
十
分
に

歯
科
医
療
界
が
応
え
切
れ
て
い

な
い
現
実
が
あ
る
こ
と
も
、
こ

の
法
律
の
成
果
と
関
連
づ
け
て

強
調
し
て
お
き
た
い
。

　

何
よ
り
も
、「
歯
の
健
康
」

予
防
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
は
ず
の
日
本
の
歯
科
診
療

受
診
率
は
２
０
１
９
年
度
は
16

％
弱
と
い
う
、
厚
生
労
働
省
の

デ
ー
タ
を
基
に
し
た
歯
科
機
器

メ
ー
カ
ー
の
松
風
の
推
計
が
あ

る
。
歯
の
定
期
的
検
診
を
受
け

る
回
数
で
は
、
欧
米
な
ど
の
先

進
国
に
ま
だ
見
劣
り
す
る
。

　

乳
幼
児
や
児
童
・
生
徒
世
代

の
歯
科
健
診
は
義
務
化
さ
れ
て

い
る
が
、
働
き
盛
り
の
現
役
世

代
か
ら
74
歳
ま
で
は
、
40
歳
、

50
歳
、
60
歳
、
70
歳
の
節
目
に

市
町
村
が
歯
周
疾
患
検
診
を
実

施
し
て
は
い
る
が
、
研
究
者
の

間
か
ら
は
、
２
０
１
５
年
度
段

階
の
そ
の
平
均
受
診
率
は
４
％

台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
の
推

定
が
出
て
い
る
。
法
律
の
狙
い

ほ
ど
に
は
、
日
本
の
歯
科
検
診

率
は
上
が
っ
て
い
な
い
の
が
現

実
だ
ろ
う
。

【プロフィール】
大西富士男（おおにし・ふじお）
株式会社東洋経済新報社編集局報道部
記者。1959年生まれ。東京大学文学
部卒。東洋工業（現マツダ）勤務を経
て東洋経済新報社入社。「週刊東洋経
済」等の編集、ゼネコン、自動車、保
険、商社など担当を歴任、2017年か
らは製薬・バイオベンチャー・医薬品
卸・薬局をメインに取材する。

　

口
腔
保
健
の
予
防
推
進
に
よ

っ
て
、
健
康
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ

と
。
歯
科
医
療
界
や
厚
生
労
働

省
な
ど
の
関
係
者
が
こ
の
法
律

に
期
待
し
た
の
は
、
ま
さ
に
、

こ
の
こ
と
だ
っ
た
は
ず
だ
。
死

ぬ
ま
で
の
寿
命
で
は
な
く
、
い

か
に
長
く
健
康
で
暮
ら
せ
る
か

が
、
本
来
、
人
に
と
っ
て
大
事

な
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。
口
腔

状
態
が
糖
尿
病
な
ど
の
様
々
な

疾
患
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、

人
間
の
身
体
的
健
康
全
般
の
改

善
に
も
影
響
す
る
と
い
う
科
学

的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
が
当
時
、
既

に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
、
歯

科
口
腔
保
健
法
制
定
の
背
後
に

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

こ
の
10
年
間
で
は
医
学
・
歯

学
両
方
の
研
究
が
進
み
、
こ
の

点
を
裏
付
け
る
、
あ
る
い
は
示

唆
す
る
成
果
が
増
え
て
い
る
。

　

特
に
、
歯
周
病
を
引
き
起
こ

す
口
腔
内
の〝
悪
玉
〞
細
菌
の

研
究
は
ホ
ッ
ト
な
分
野
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
細
菌
は
、
血
管

を
通
じ
て
全
身
を
駆
け
巡
り
、

人
体
の
各
臓
器
に
炎
症
な
ど
の

〝
悪
さ
〞
を
引
き
起
こ
す
。
大

腸
経
由
で
脳
血
液
関
門
と
い
う

狭
い
関
所
を
通
過
し
、
脳
内
の

炎
症
を
促
し
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
型
認
知
症
な
ど
、
中
枢
神
経

系
の
変
性
疾
患
に
何
ら
か
の
作

用
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
示

唆
す
る
研
究
も
進
ん
で
い
る
。

米
国
で
は
こ
の
仮
説
に
基
づ

き
、
実
用
化
を
目
指
し
て
人
に

開
発
薬
を
投
与
し
、
そ
の
有
効

性
や
安
全
性
を
確
認
す
る
最
終

臨
床
試
験（
治
験
）
に
進
ん
で

い
る
も
の
も
出
て
い
る
。

協
会
活
動
日
誌  

２
０
２
１
年
10
月

  １　金　第７回総務会議
  ５　火　第７回広報・ホームページ部会
  ６　水　第７回経営管理部会
  ８　金　社保研究会動画撮影
　　　　  反核医師の会世話人会
11　月　  第６回地域医療部会
12　火　  第７回共済部会
13　水　  第６回医事相談部会 
14　木　  第13回理事会
　　　　  「＃いのちまもる 医療・社会保障
　　　　    立て直せ！ 10.14国民総行動」
15　金　  第６回政策委員会
18　月　  社保研究会動画撮影
19　火　  第６回社保･学術部会

20　水　第２回ドクター・スタッフ講習会
21　木　会員無料相談デー
　　　　保団連厚労省懇談
　　　　休保審査会（東京）
22　金　レセコンメーカーとの懇談会
　　　　「保険でよい歯を」東京連絡会世話人会
25　月　第６回財政部会、厚生労働省要請
27　水　第６回組織部会
28　木　地域医療研究会
29　金　第14回理事会
　　　　レセプトオンライン学習会
30　土　休保審査会（全国）
　　　　反核医師のつどい（～ 31日）

２
、
口
腔
の
健
康
と

　
　
　
　

全
身
疾
患
の
関
係
示
す
研
究
進
む

３
、
歯
科
健
診
の
組
み
込
み
な
ど

　
　
　
　

医
科
と
予
防
で
共
同
戦
線
を

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
と
高
額

薬
剤
の
増
加
を
背
景
に
、
歯
科

も
含
め
た
国
民
医
療
費
の
増
加

圧
力
は
増
す
方
向
に
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
国
の
予
算
に

は
制
約
が
あ
る
。
そ
の
中
で
難

題
で
は
あ
る
が
、
先
の
法
律
が

目
指
し
た
歯
科
も
含
め
た
予
防

医
療
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に

も
、
具
体
的
な
施
策
へ
の
予
算

を
増
や
す
こ
と
は
不
可
避
だ
。

　

歯
周
病
と
他
の
疾
患
と
の
関

係
を
調
べ
る
研
究
や
、
そ
こ
か

ら
派
生
す
る
疾
患
治
療
薬
の
開

発
な
ど
へ
の
国
の
支
援
も
必
要

だ
。
医
科
と
歯
科
と
い
う
従
来

の〝
境
〞
を
横
断
す
る
施
策

も
、
こ
の
新
し
い
予
防
分
野
で

は
増
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

今
年
度
末
ま
で
に
結
論
を
迫

ら
れ
て
い
る
次
期
診
療
報
酬
改

定
で
は
、
医
科
と
歯
科
に
分
か

れ
た
従
来
の
予
算
の
枠
取
り
は

依
然
有
効
だ
ろ
う
が
、
研
究
開

発
や
健
康
予
防
措
置
に
投
じ
る

予
防
医
療
へ
の
予
算
で
は
、
医

科
、
歯
科
の
両
医
療
界
の
敷
居

に
こ
だ
わ
る
あ
り
方
を
変
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

研
究
開
発
も
そ
う
だ
が
、
予

防
措
置
も
医
科
、
歯
科
の
境
界

を
ま
た
ぐ
措
置
が
必
要
だ
。
例

え
ば
、
働
き
盛
り
世
代
の
歯
周

疾
患
等
健
診
を
、
会
社
な
ど
で

毎
年
実
施
す
る
健
康
診
断
に
組

み
込
む
こ
と
だ
。
こ
の
構
想
自

体
は
、
既
に
検
討
課
題
に
挙
が

っ
て
は
い
る
が
、
実
現
は
ま
だ

先
の
こ
と
だ
。
会
社
の
健
康
診

断
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
眼
科
や

耳
鼻
科
領
域
の
項
目
は
あ
る
の

に
、
歯
科
健
診
が
な
く
て
い
い

と
い
う
理
由
は
乏
し
い
。
人
生

で
働
き
盛
り
期
間
中
心
の
約
40

年
間
の
国
民
の
健
康
増
進
・
予

防
の
た
め
に
も
、
先
進
国
と
し

て
政
府
が
率
先
し
て
歯
科
健
診

受
診
率
の
向
上
を
図
る
必
要
が

あ
る
は
ず
だ
。

　

医
科
と
歯
科
の
従
来
の
縄
張

り
・
意
識
の
壁
が
、
も
し
こ
こ

で
邪
魔
を
し
て
い
る
の
だ
と
し

た
ら
、
国
民
の
健
康
と
安
全
の

た
め
に
も
、
大
き
な
損
失
に
つ

な
が
る
由
々
し
き
問
題
だ
。

　

歯
科
医
療
界
か
ら
医
科
と
共

同
戦
線
を
張
れ
る
も
の
が
な
い

の
か
、
歯
科
口
腔
保
健
法
の
施

行
10
年
の
節
目
の
年
に
当
た
っ

て
、
じ
っ
く
り
再
考
し
、
積
極

的
に
提
案
し
て
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
。

＊受診率：月１回（年12回）の治療（又は健診）を受ける者の比率
注1）受診率は月１回（年12回）の治療（または検診）を受ける者の比率
注2）厚生労働省データをもとに株式会社松風作成

　　歯科診療受診率の推移

受診率は10％程度から大きく上昇していない

（１０）第６２０号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２１年（令和３年）１１月１日 （第三種郵便物認可）
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2021年度
第12・13回
理 事 会

　
　

◆
第
12
回
理
事
会
◆

９
月
24
日
㈮
、
午
後
８
時
00

分
〜
９
時
50
分
。
会
長
、
副
会

長
５
名
、
理
事
16
名
、
監
事
２

名
、
事
務
局
７
名
の
出
席
。

【
政
策
課
題
】　

中
医
協
で
議

論
さ
れ
て
い
る
「
か
か
り
つ
け

歯
科
医
機
能
」
に
つ
い
て
、
①

地
域
包
括
ケ
ア
を
か
か
り
つ
け

歯
科
医
に
推
進
さ
せ
る
た
め
に

何
を
訴
え
て
い
く
べ
き
か
、
②

７
割
の
患
者
さ
ん
が
、
か
か
り

つ
け
歯
科
医
を
持
っ
て
い
る
と

言
っ
て
い
る
が
、
何
を
期
待
し

て
い
る
の
か
、
③
か
強
診
の
施

設
基
準
を
ど
う
変
え
た
ら
充
実

で
き
る
の
か
―
の
３
つ
の
論
点

で
議
論
。
議
論
の
中
で
は
「
地

域
包
括
ケ
ア
を
実
現
す
る
た
め

で
あ
れ
ば
、
多
職
種
と
連
携
し

て
い
る
と
い
う
実
績
が
あ
れ
ば

良
い
の
で
は
な
い
か
。
か
強
診

で
Ｓ
Ｐ
Ｔ
な
ど
に
加
算
点
数
を

付
け
る
こ
と
が
間
違
っ
て
い

る
」「
国
民
か
ら
見
た
か
か
り

つ
け
歯
科
医
は
、
施
設
基
準
で

は
な
い
。
口
腔
機
能
の
回
復
や

管
理
を
し
て
く
れ
る
の
が
か
か

り
つ
け
歯
科
医
師
だ
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

【
運
動
課
題
】　

金
パ
ラ
の
原

価
割
れ
の
抜
本
的
な
解
消
を
求

め
る
要
請
署
名
を
厚
生
労
働

省
、
な
ら
び
に
内
閣
官
房
宛
て

に
提
出
、
引
き
続
き
署
名
に
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
。

【
各
部
検
討
課
題
】　

①
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

お
け
る
歯
科
外
来
等
感
染
症
対

策
実
施
加
算
等
の
継
続
を
求
め

る
要
望
書
」
を
財
務
省
・
内
閣

府
宛
て
に
送
付
し
た
こ
と
を
確

認
。
②
中
医
協
総
会
で
「
歯
科

医
療
そ
の
２
」
が
議
論
さ
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
に
併
せ
、
厚
労
省

要
請
を
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
。

③
個
別
指
導
再
開
に
あ
た
っ
て

の
要
望
書
を
関
東
信
越
厚
生
局

に
提
出
す
る
こ
と
を
確
認
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
】　

デ
ル
タ
株
へ
の
感
染
が

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ス
タ

ッ
フ
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

行
政
検
査
と
し
て
受
け
ら
れ
る

よ
う
求
め
る
要
望
書
を
、
東
京

都
２
０
２
２
年
度
予
算
要
請
の

際
に
提
出
す
る
こ
と
を
確
認
。

　

◆
第
13
回
理
事
会
◆

10
月
14
日
㈭
、
午
後
７
時
00

分
〜
９
時
50
分
。
会
長
、
副
会

長
５
名
、
理
事
16
名
、
監
事
２

名
、
事
務
局
16
名
の
出
席
。

【
10
月
度
の
諸
活
動
】　

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
、

患
者
署
名
・
会
員
署
名
な
ど
を

中
心
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
。

【
各
部
検
討
課
題
】　

①
９
月

２
日
実
施
の
東
京
都
２
０
２
２

年
度
予
算
要
請
に
対
す
る
東
京

都
福
祉
保
健
局
か
ら
の
回
答
お

よ
び
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て

協
議
。
②
「
歯
科
外
来
等
感
染

症
対
策
実
施
加
算
の
廃
止
お
よ

び
乳
幼
児
感
染
予
防
策
加
算
の

減
算
に
抗
議
す
る
（
案
）」
を

提
出
す
る
。
③
次
期
歯
科
診
療

報
酬
改
定
に
関
す
る
厚
労
省
要

請
を
実
施
す
る
。
④
「
都
立
病

院
等
の
独
法
化
に
伴
う
定
款
提

出
へ
の
反
対
（
小
池
百
合
子
東

京
都
知
事
宛
・
各
都
議
１
２
７

名
宛
）
文
書
を
送
付
し
た
こ
と

を
確
認
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
】　

会
員
か
ら
の
相
談
内
容
を
確

認
。
11
月
１
日
か
ら
申
請
予
定

の
感
染
症
感
染
拡
大
防
止
継
続

支
援
補
助
金
（
８
万
円
）
に
つ

い
て
、
申
請
方
法
の
動
画
作
成

な
ど
を
行
う
こ
と
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　

10
月
１
日

付
会
員
数
５
９
２
６
名
（
入
会

14
名
、
退
会
14
名
）。



　

協
会
は
、
10
月
5
日
付
で
東

京
保
険
医
協
会
（
医
科
）
と
連

名
で
、
東
京
都
知
事
お
よ
び
各

東
京
都
議
会
議
員
（
１
２
７
名
）

宛
て
に
都
立
・
公
社
病
院
の
独

立
行
政
法
人
化
に
伴
う
東
京
都

立
病
院
機
構
の
設
立
案
の
撤
回

と
反
対
を
求
め
る
要
望
書
を
提

出
し
た
。

　

東
京
都
議
会
第
３
回
定
例
会

に
て
、
小
池
百
合
子
都
知
事
は

独
立
行
政
法
人
「
都
立
病
院
機

構
」
に
移
行
す
る
た
め
の
定
款

を
提
出
。
同
13
日
に
行
わ
れ
た

定
例
会
に
お
い
て
、「
都
民
の

た
め
の
必
要
な
行
政
的
医
療
が

後
退
す
る
」
な
ど
反
対
の
声
も

多
く
出
さ
れ
る
中
、可
決
さ
れ
た
。

　

こ
の
独
法
化
に
は
不
採
算
医

療
の
切
り
捨
て
な
ど
、
都
民
の

生
命
と
健
康
を
脅
か
し
か
ね
な

い
側
面
が
存
在
し
、
今
後
の
動

向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

都立・公社病院の独法化
撤回・反対の「要望書」提出

東京都知事　小池　百合子　殿

都立・公社病院の独立行政法人化に伴う

「東京都立病院機構」設立案を撤回してください

　東京歯科保険医協会および東京保険医協会は、あわせて都内の保険医約11,500人が入会する団体

です。東京都民の医療と福祉の向上に尽力されていることに敬意を表します。

　さて都知事は、9月28日より開催されている第３回東京都議会本会議において、2022年７月に都

立・公社病院を独法化し、「東京都立病院機構」を設立する方針を表明されました。都議会に提出

された「地方独立行政法人東京都立病院機構定款」案には、行政的医療の提供を続けること、災害

等が発生した時には、知事の指揮のもとで医療を提供することが記載されています。しかし独法化

すれば、一般会計からの組み入れ金が削減されることは明らかであり、コロナ禍における拙速な独

法化は医療崩壊を加速させる恐れがあります。

　2021年１月には東京都知事の指揮下で、都立広尾病院、都立豊島病院、公社荏原病院にコロナ専

用病床を作ることで、COVID-19第３波における医療崩壊を見事に回避することができました。し

かし第５波では、都立・公社病院の約2,000床（全病床の約28％）をコロナ病床に転換し、都内コ

ロナ病床の約3割を担当しましたが、自宅・宿泊療養所など病院外で死亡する事例が都内でも100人

を超え、8月23日には、都知事と厚労相の連名で都内すべての医療機関に対し、さらなるコロナ病

床確保や人材派遣を要請しました。現状でも決して公立病院のコロナ病床が十分とは言えない状況

です。

　政府は2020年に「新公立病院改革ガイドライン」を示す予定でしたが、感染状況等を踏まえて病

床削減を事実上延期しています。このような時期になぜ、都立病院・公社病院だけが経営の効率化

を掲げ、医療従事者の待遇や給与の変更を伴う独法化を急ぐのでしょうか。

　大阪府では、2006年4月に府立病院を独法化して、府議会にも諮ることなく個室料や文書料等の

住民負担を増やし、入院期間の短縮化等、採算優先の病院経営を推し進めました。その結果、大阪

府ではコロナ蔓延下で病床が逼迫し、医療崩壊に至りました。独法化による経営優先の運営では、

有事への対応が不十分なことが証明されたのです。

　現在、新型コロナウイルス検査の陽性者数は減少傾向にありますが、今後の感染再拡大はもとよ

り、新しいパンデミックや災害などに対して、公立・公的病院としての不採算医療が必要です。都

立・公社病院の独法化による独立採算制を進めることにより、不採算医療の切り捨て、人材流出な

どのリスクを冒すことは看過できません。都民のいのちと健康を守るために、「東京都立病院機構」

設立案を撤回してください。

以上

10月５日付で提出した要望書

渡
辺
孝
一
・
島
村
大
氏

両
歯
系
議
員
が
政
務
官
に
就
任

10
月
4
日
の
岸
田
文
雄
新
内

閣
の
発
足
に
伴
い
、
政
府
は
6

日
に
臨
時
閣
議
を
開
催
。
各
省

庁
担
当
の
副
大
臣
と
政
務
官
を

決
定
し
た
。
26
人
の
副
大
臣
の

中
で
、
女
性
は
1
人
。
政
務
官

も
同
じ
く
26
人
で
、
う
ち
女
性

は
1
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
人
事
で
、
特
に
歯
科

医
療
界
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ

る
の
は
、
歯
科
医
師
で
国
会
議

員
を
務
め
る
、
い
わ
ゆ
る
「
歯

系
議
員
」
の
渡
辺
孝
一
衆
議
院

議
員
が
総
務
大
臣
政
務
官
に
就

任
。
島
村
大
参
議
院
議
員
が
厚

生
労
働
大
臣
政
務
官
と
内
閣
府

大
臣
政
務
官
を
兼
任
す
る
こ
と

に
な
っ
た
点
で
あ
ろ
う
。
内
閣

府
大
臣
政
務
官
の
立
場
は
行
政

全
体
の
運
営
へ
の
知
識
、
経

験
、見
識
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

　

渡
辺
氏
は
３
期
目
。
東
日
本

大
学
（
現
北
海
道
医
療
大
学
）

歯
学
部
卒
業
。
北
海
道
の
岩
見

沢
市
長
を
務
め
た
経
験
が
あ

り
、
そ
の
後
、
比
例
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
単
独
１
区
か
ら
出
馬

し
、
２
０
１
２
年
に
初
当
選
。

参
議
院
比
例

参
議
院
比
例

比
嘉
奈
津
美
氏

比
嘉
奈
津
美
氏

繰
り
上
げ
当
選
決
定

繰
り
上
げ
当
選
決
定

　

自
民
党
の
参
議
院
山
口
選
挙

区
補
欠
選
挙
に
立
候
補
し
た
北

村
経
夫
氏
の
失
職
に
伴
い
、
２

０
１
９
年
の
参
議
院
選
挙
の
比

例
代
表
に
お
い
て
、
自
民
党
の

名
簿
か
ら
比
例
選
で
次
点
だ
っ

た
元
環
境
政
務
官
・
比
嘉
奈
津

美
氏
の
繰
り
上
げ
当
選
が
決
ま

っ
た
。

　

比
嘉
氏
は
、
沖
縄
県
出
身
の

63
歳
で
福
岡
歯
科
大
卒
業
の
歯

科
医
師
。
２
０
１
２
年
の
衆
議

院
選
挙
で
初
当
選
し
、
衆
議
院

議
員
を
２
期
務
め
た
後
、
２
０

１
９
年
７
月
の
参
院
選
比
例
代

表
に
立
候
補
し
、
次
点
と
な
っ

て
い
た
。

国
の
予
算
を
増
や
し

次
期
改
定
で
は
プ
ラ
ス
改
定
を

秋の署名活動

　

協
会
で
は
、
国
の
予
算
を
増

や
し
て
プ
ラ
ス
改
定
と
窓
口
負

担
の
軽
減
を
求
め
る
べ
く
、
全

国
の
保
険
医
協
会
・
医
会
と
と

も
に
、
歯
科
医
師
署
名
と
患
者

署
名
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
理

事
の
森
元
主
税
氏
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
者
数
は
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、
医
療
機
関
の
受
診
控
え

や
介
護
の
利
用
控
え
が
起

き
、
さ
ら
に
子
ど
も
の
健
康
管

理
へ
の
影
響
も
大
き
い
点
を
懸

念
。
特
に
学
齢
期
の
子
ど
も
に

関
し
て
は
、
先
に
保
団
連
が
行
っ

た
学
校
健
診
後
治
療
調
査
の
結

果
を
用
い
、「
健
診
で
受
診
が
必

要
と
さ
れ
た
子
ど
も
の
４
〜
６

割
が
未
受
診
の
ま
ま
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
歯
科
が
最
も

未
受
診
率
が
高
か
っ
た
」
と
指

摘
す
る
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
へ
の
感
染
懸

念
に
よ
る
受
診
控
え
の
ほ

か
、
調
査
に
協
力
し
た
学
校
側

か
ら
は
経
済
的
困
窮
も
未
受
診

の
大
き
な
理
由
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
訴
え
が
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、「
長
年
の
低
医
療
費
政

策
、
医
師
数
抑
制
策
に
よ
っ
て

脆
弱
に
な
っ
た
医
療
提
供
体
制

お
手
元
に
署
名
用
紙
が

あ
る
方
は
ご
返
送
を

お
願
い
し
ま
す

島村 大 氏渡辺 孝一 氏

そ
の
後
、
防
衛
政
務
官
な
ど
を

務
め
た
経
歴
を
持
つ
。

　

島
村
議
員
は
２
期
目
。
東
京

歯
科
大
学
卒
業
。
参
議
院
神
奈

川
県
選
挙
区
で
２
０
１
７
年
に

初
当
選
。
そ
の
後
、
参
院
厚
労

委
員
会
委
員
長
な
ど
を
担
っ
た
。

̶
̶

６
月
の
「
骨
太
方
針
２

０
２
１
」
で
打
ち
出
さ
れ
た

歯
科
医
療
政
策

　

去
る
６
月
18
日
、
政
府
は

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基

本
方
針
２
０
２
１
」、
い
わ
ゆ

る
「
骨
太
方
針
２
０
２
１
」
を

閣
議
決
定
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
特
に
歯
科
医
療

に
関
し
て
は
「
全
身
と
の
関
連

性
を
含
む
口
腔
の
健
康
の
重
要

性
に
係
る
エ
ビ
デ
ン
ス
の
国
民

へ
の
適
切
な
情
報
提
供
、
生
涯

を
通
じ
た
切
れ
目
の
な
い
歯
科

健
診
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対

策
・
疾
病
の
重
症
化
予
防
に
も

つ
な
が
る
歯
科
医
師
、
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
歯
科
口
腔
保
健
の

充
実
、
歯
科
医
療
専
門
職
間
、

医
科
歯
科
、
介
護
、
障
害
福
祉

機
関
等
と
の
連
携
を
推
進

し
、
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工

士
の
人
材
確
保
、
飛
沫
感
染
等

の
防
止
を
含
め
、
歯
科
保
健
医

療
提
供
体
制
の
構
築
と
強
化
に

取
り
組
む
」
と
の
方
針
を
打
ち

出
す
と
と
も
に
、「
今
後
、
要

介
護
高
齢
者
等
の
受
診
困
難
者

の
増
加
を
視
野
に
入
れ
た
歯
科

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
推

進
す
る
」
と
し
、
歯
科
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
重
視
す
る
方

針
を
明
示
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
渡
辺
・
島
村

両
歯
系
議
員
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
。

　

な
お
、
岸
田
内
閣
に
お
け
る

厚
生
労
働
大
臣
以
下
の
陣
容

は
、
以
下
の
通
り
。
厚
生
労
働

大
臣
政
務
官
に
医
系
議
員
と
歯

系
議
員
が
就
任
す
る
の
は
初
め

て
の
こ
と
。

※
氏
名
／
選
出
区
分
／
議
員
歴

◆
厚
生
労
働
大
臣
厚
労
大
臣

・
後
藤
茂
之
衆
議
院
議
員
／
長

　

野
県
第
４
区
／
６
期

◆
厚
生
労
働
副
大
臣

・
古
賀
篤
衆
議
院
議
員
／
福
岡

　

県
第
３
区
／
３
期

・
山
本
博
司
参
議
院
議
員
（
再

　

任
）
／
比
例
代
表
／
２
期

◆
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官

・
大
熊
和
英
衆
院
議
員
／
比
例

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
（
大
阪
府
第

10
区
）
／
２
期

・
島
村
大
参
議
院
議
員
／
神
奈

　

そ
う
し
た
中
、
協
会
で
は
会

員
の
先
生
方
に
は
、「
月
刊
保

団
連
」
10
月
号
（
10
月
５
日
頃

に
送
付
）
に
同
封
し
て
、
署
名

用
紙
と
返
信
用
封
筒
を
送

付
。
12
月
に
提
出
予
定
の
た

め
、
お
手
元
に
記
入
済
み
の
署

名
用
紙
が
あ
る
方
は
、
11
月
22

日
㈪
を
目
途
に
投
函
を
お
願
い

し
た
い
。

　

な
お
、
お
手
元
に
署
名
用
紙

が
な
い
方
、
追
加
で
必
要
な
方

は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

「
待
合
室
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
か

ら
申
し
込
む
か
、
協
会
運
動
本

部
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い

（
☎
０
３
―
３
２
０
５
―
２
９

９
９
）。

　

ほ
か
、
ク
イ
ズ
に
答
え
て
抽

選
で
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
な
ど
が

当
た
る
「
待
合
室
キ
ャ
ン
ペ
ー

の
立
て
直
し
、
診
療
報
酬
の
大

幅
な
引
き
上
げ
が
必
要
だ
」
と

主
張
す
る
。

ン
」
も
、
11
月
30
日
㈫
ま
で
実

施
中
。
待
合
室
用
ポ
ス
タ
ー
、

応
募
ハ
ガ
キ
な
ど
も
注
文
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
医
療

制
度
改
善
を
患
者
と
と
も
に
考

え
る
き
っ
か
け
作
り
に
役
立
て

て
ほ
し
い
。

　

川
県
選
挙
区
／
２
期

（ 1 1） 第６２０号 ２０２１年（令和３年）1１月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



　

去
る
２
０
２
１
年
10
月
1

日
で
開
院
20
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
開
業
と
同
時
に
協
会

に
入
会
し
ま
し
た
の
で
、
会

員
歴
も
20
年
と
な
り
ま
す
。

20
周
年
を
記
念
し
て
記
念

品
を
８
０
０
個
作
り
、
患
者

さ
ん
た
ち
に
配
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
祝
い
の
言
葉

や
、
数
々
の
お
祝
い
の
品
々

も
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

何
よ
り
驚
い
た
の
は
、
患
者

さ
ん
が
ご
自
宅
に
保
管
し
て

い
た
20
年
前
の
「
開
業
の
お

知
ら
せ
」
の
新

聞
折
り
込
み
広

告
で
す
。
広
告

を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
っ
た
方

は
、
20
年
間
ず

っ
と
当
院
に
ご
家
族
で
通
院

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
て
、
開

院
時
に
お
渡
し
し
て
い
た
当

院
名
入
り
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

と
タ
オ
ル
も
そ
の
ま
ま
保
管

し
て
い
た
の
で
す
。
テ
レ
カ

と
い
う
の
も
時
代
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
当
然
な
が

ら
、
当
時
は
携
帯
電
話
も
普

及
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
カ
ー
ド
式
の
公
衆
電

話
が
あ
っ
た
の
で
、
喜
ば
れ

ま
し
た
。

　

私
が
開
業
し
た
の
は
長
男

３
歳
、
長
女
を
出
産
し
た
直

後
で
す
。
実
家
は
遠
方
の
た

め
、
日
々
の
育
児
の
一
端
は

近
所
に
住
む
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ

ー
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま

し
た
。
開
院
当
時
は
、
新
生

児
の
夜
泣
き
の
た
め
に
ほ
と

ん
ど
眠
れ
ず
、
２
人
の
子
ど

も
を
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
保
育

園
に
預
け
た
あ
と
、
乗
っ
た

通
勤
電
車
の
中
で
つ
り
革
に

つ
か
ま
り
な
が
ら
、
半
分
眠

っ
て
い
た
よ
う
な
状
態
で
し

た
。

　

娘
が
２
歳
の
時
に
離
婚
を

経
験
し
、
そ
れ
で
も
毎
日
の

生
活
に
生
き
が
い
を
感
じ
、

大
変
、
充
実
し
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
現
在
の
夫
と

知
り
合
い
、
お
互
い
子
ど
も

２
人
を
連
れ
て
い
た
た
め
、

子
ど
も
が
４
人
（
プ
ラ
ス
犬

３
匹
）
と
な
り
、
楽
し
み
と

と
も
に
、
悩
み
も
増
え
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
登
校
拒

否
、
引
き
こ
も
り
な
ど
、
そ

の
当
時
は
ど
う
し
た
ら
良
い

の
か
わ
か
ら
ず
、
毎
週
休
診

日
に
児
童
相
談
所
、
思
春
期

心
理
外
来
、
警
視
庁
少
年
セ

ン
タ
ー
を
順
に
回
り
、
各
専

門
家
の
先
生
方
に
お
世
話
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
夫
が
膀
胱
が
ん
の

た
め
、
入
退

院
を
４
度
繰

り
返
し
、
が

ん
患
者
の
家

族
の
立
場
を

痛
い
ほ
ど
経

験
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
様
々
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
に
な
っ

て
思
い
返
す
と
、
す
べ
て
に

無
駄
が
な
い
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
生
き
て
い
く
の
を

苦
し
く
感
じ
た
こ
と
も
、
悲

し
く
て
診
療
中
に
こ
み
あ
げ

て
き
た
涙
も
、
振
り
返
れ

ば
、
す
べ
て
今
の
自
分
を
作

っ
て
い
く
た
め
の
経
験
だ
っ

た
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
育

児
は
大
変
で
し
た
が
、
既
に

４
人
の
子
ど
も
た
ち
も
独
立

し
、
肩
の
荷
が
下
り
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

大
学
を
卒
業
し
て
30
年
以

上
経
ち
ま
す
が
、
今
ま
で
突

然
、
診
療
を
休
ん
だ
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
丈
夫
な
身
体

に
産
ん
で
く
れ
た
母
に
感
謝

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
診
療
と
と

も
に
趣
味
の
登
山
や
音
楽
鑑

賞
を
無
理
な
く
続
け
、
働
く

開
業
医
・
勤
務
医
の
先
生
方

を
応
援
す
る
協
会
活
動
を
通

じ
、
健
康
な
人
生
を
過
ご
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
　

開
院
20
周
年
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
　
　

早
坂
美
都（
理
事
／
世
田
谷
区
）

機
関
紙
10
月
号
に

つ
い
て
、
通
信
員

50
名
の
便
り
か
ら

抜
粋
し
ま
し
た
。

 

通
信
員
便
り

通
信
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便
り    

№№
11５11５115115

◆
岸
田
文
雄
氏
が
第
１
０
０
代

　

内
閣
総
理
大
臣
に
選
出
さ
れ

　

ま
し
た
。
先
生
は
ど
の
よ
う

　

な
点
に
期
待
し
ま
す
か
。

・
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
「
強
い

　

日
本
」を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

　

コ
ロ
ナ
で
停
滞
し
た
経
済
の

　

回
復
も
。　　
　
（
他
１
名
）

・
こ
れ
と
い
っ
て
特
徴
が
な
さ

　

そ
う
。
当
た
り
障
り
の
な
い

　

政
治
を
行
い
そ
う
。

・
社
会
保
障
が
気
に
な
る
と
こ

　

ろ
で
す
。　　
　
（
他
２
名
）

・
と
に
か
く
国
民
が
わ
か
り
や

　

す
く
、
納
得
の
で
き
る
、
か

　

つ
熱
意
を
感
じ
る
こ
と
が
で

　

き
る
説
明
を
し
て
ほ
し
い
。　

　
　
　
　
　
　

  　
（
他
３
名
）

・
す
べ
て
期
待
せ
ざ
る
を
得
な

　

い
現
状
で
す
が
、
ど
う
か
尻

　

す
ぼ
み
に
な
ら
な
い
で
く
だ

　

さ
い
と
切
望
し
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　

  　
（
他
１
名
）

・
外
交
、
防
衛
に
期
待
し
て
い

　

る
。　　
　
　
　
（
他
４
名
）

・
日
本
の
明
る
い
未
来
の
た
め

　

に
言
葉
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、

　

公
約
実
現
に
向
け
頑
張
っ
て

　

も
ら
い
た
い
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異

　

株
へ
の
準
備
態
勢
。

・
経
営
悪
化
で
大
変
な
医
療
機

　

関
へ
の
支
援
。

・
少
子
化
対
策
と
教
育
推
進
。

　
　
　
　
　
　
　

  

（
他
２
名
）

・
モ
リ
カ
ケ
、
サ
ク
ラ
、
学
術

　

会
議
任
命
拒
否
な
ど
真
相
の

　

解
明
。

◆
来
年
４
月
実
施
予
定
の
次
期

　

診
療
報
酬
改
定
に
は
、
何
を

　

望
ま
れ
ま
す
か
。

・
か
強
診
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

　

て
ほ
し
い
。

・
患
者
が
理
解
、
納
得
で
き
る

　

点
数
配
分
に
し
て
ほ
し
い
。

　

処
置
に
対
す
る
費
用
は
納
得

　

し
や
す
い
が
、
指
導
な
ど
形

　

の
な
い
も
の
に
対
す
る
費
用

　

は
納
得
し
に
く
い
よ
う
で
す
。

・
金
パ
ラ
の
随
時
改
定
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

  

（
他
５
名
）

・
今
後
コ
ロ
ナ
が
な
く
な
っ
て

　

も
感
染
対
策
は
続
け
る
の
で
、

　
感
染
対
策
加
算
を
取
り
入
れ

　

て
ほ
し
い
で
す
。

・
一
般
開
業
医
に
も
メ
リ
ッ
ト

　

の
あ
る
改
定
で
あ
る
こ
と
を

　

期
待
し
ま
す
。

・
従
来
の
感
染
症
対
策
以
上
の

　

事
態
が
起
き
て
お
り
、
そ
の

　

分
の
上
乗
せ
が
な
け
れ
ば
お

　

か
し
い
。

・
全
体
的
な
点
数
の
引
き
上
げ

　

を
（
特
に
歯
周
、
補
綴
、
抜

　

歯
）。　　
　

（
他
３
名
）

・
診
療
報
酬
よ
り
も
メ
デ
ィ
ア

　

な
ど
を
使
っ
て
、
患
者
の
掘

　

り
起
こ
し
を
し
て
ほ
し
い
。

・
歯
科
の
初
再
診
料
を
医
科
と

　

同
等
に
し
て
ほ
し
い
。

◆
今
後
の
コ
ロ
ナ
対
策
、
行
政

　

に
求
め
る
支
援
策
な
ど
に
つ

　

い
て
期
待
す
る
こ
と
を
。

・
診
療
報
酬
の
増
点
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

  

（
他
１
名
）

・
対
応
が
長
時
間
を
費
や
し
て

　

い
る
の
で
、
高
齢
者
に
対
す

　

る
再
診
料
の
増
加
。

・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
薬
を
大
量

　

に
使
い
、
費
用
が
か
さ
む
の

　

で
毎
年
支
援
し
て
ほ
し
い
。　

　
　
　
　
　
　

  　
（
他
３
名
）

・
歯
科
は
安
全
で
あ
る
こ
と
を

　

ア
ピ
ー
ル
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
感
染
防
止
対
策
を
頑
張
っ
て

　

実
施
し
て
い
る
診
療
所
へ
の

　

助
成
。　　
　
　
（
他
５
名
）

・
妊
産
婦
へ
の
支
援
。

・
ス
ピ
ー
ド
感
。　
（
他
１
名
）

・
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
の

　

推
進
。

・
歯
科
医
療
界
は
ま
だ
恵
ま
れ

　

て
い
る
方
だ
と
思
い
ま
し
た
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

拡
大
の
第
６
波
を
懸
念
す
る

　

声
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
よ

　

り
強
制
力
の
あ
る
ロ
ッ
ク
ダ

　

ウ
ン
な
ど
の
措
置
が
必
要
だ

　

と
考
え
ま
す
か
。

・
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

  

（
他
８
名
）

・
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
ま
で
は
必
要

　

な
い
と
思
い
ま
す
。
き
ち
ん

　

と
マ
ス
ク
を
し
て
、
人
混
み

　

で
し
ゃ
べ
ら
な
い
な
ど
の
ル

　

ー
ル
を
守
れ
ば
よ
い
の
で
は
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
他
10
名
）

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
８
割
を

　

超
え
て
い
れ
ば
、
入
院
が
必

　

要
な
場
合
は
か
な
り
抑
え
ら

　

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

　

の
で
、
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は

　

必
要
な
い
と
思
う
。
た
だ
別

　

の
感
染
症
の
流
行
に
備
え
て

　

法
整
備
は
し
て
お
い
た
ほ
う

　

が
良
い
。

・
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
は
無
理
だ
と

　

思
い
ま
す
。
経
済
が
回
ら
な

　

い
と
、
医
療
だ
っ
て
回
り
ま

　

せ
ん
。

・
感
染
状
況
に
よ
る
。

・
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
強
制
さ
れ

　

る
前
に
、
一
人
ひ
と
り
の
協

　

力
、
努
力
に
期
待
し
た
い
。

◆
最
近
気
に
な
る
こ
と
を
。

・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
世
界
。

　
　
　
　
　
　

  　
（
他
１
名
）

・
６
波
が
く
る
の
か
。
対
応
は

　

十
分
な
の
か
。
後
手
後
手
に

　

な
ら
な
い
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　

  　
（
他
１
名
）

・
緊
急
事
態
宣
言
下
で
時
短
診
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療
に
慣
れ
て
し
ま
い
、
も
と

　

に
戻
す
の
が
辛
い
。

・
行
政
分
野
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
が

　

極
め
て
遅
れ
て
い
る
こ
と
。

・
第
５
波
が
、
な
ぜ
収
束
し
た

　

か
の
原
因
が
は
っ
き
り
し
な

　

い
こ
と
で
す
ね
。

・
今
後
の
自
院
の
経
営
に
つ
い

　

て
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
普

　

及
に
お
け
る
、
今
後
の
課
題

　

に
つ
い
て
。

・
リ
コ
ー
ル
、新
患
と
も
激
減
。
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